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り
て

戒

台
魂

象

裏

ｒ
（
，

Ｉ

Ｉ

れ

て

Ｌ

、
一
■
へ
ヽ

Ｅ

Ｆ
ａ

表

せ

も

れ

´ヽ
　

口

■̈
な

い
　

一べ
・ぐ
誦
『
冶

二
■
‐
一
一キ

ｏ
凄
一
　

■

．く
を
■
■

■

奈

仰

‐Ｔ

↑ヽ
☆
〓
争

じ

イ
、
　

さ

ヾ

， へ
の

馬
賀
一
「
一
ｒ
Ｆ
ヽ
■

■

一卜
ら

■

ミ

し

て
本

りヽ

、
本
ノ
ヽ

Ｆヽ
？
′ト
デ
Ｔ
へ

，
Ｉ
八

、
」
ね

■ヽ

て

ら
ｒ
４

、

ｒ一
キ‐
二
●
こ

も
な
り
よ
寸
ら
で
　
ネ
る
キ
〓
月
よ
■
然
も
議
た
よ
な
季
奮
差

も
ら
，
１
　
く
分
二
も
ヽ
従
業
き
商
奉
住

「」
な
り
ま
す
こ
ニ
ミ
、
つ

た
く
た
Ｉ
ｔｒ
一二
一、九
●
専
ι
く
仰
口
養
く
選
え
な
典
で
ろ
碁

。

■

（

時
た

ら
た

メ

重

し

な

栞

い
わ
恭

袂

餞

会

々
撼

「
松

の
み

な
、け

」

う
善
一珂

一̈
も
でヽ
暮
■
ぎ
泰
｛
■

て
，っ

■^

・を

こ

ハ

●
二

一
と

は

・
河

′・卜
圭

薯
●
ｒ
暉
企

一澳
な

「
‥
≒
　
総

へ
ら

な

る

驀
謝

‘と
さ

ヽ
ギ
ー
４

め
・

‘ｒ
の

ｏ

，
お二

て
ま

一薔
一ス

４
〕
な
ら
´
、

ネ

電

く

，
■
，

ハ
ヤ
求

ハ
●
と

い
　
一一

ヾ

．い
て
奪

，

・■
■

４
ニ
ヘ、
　

い

″
↑
７
な

こ

・
■
ヽ
晏
（
二
坤

■
卓
「
へ
一
ｔ

燿

っ
二
坤
、郎

ｏ
■
イ
ビ

も

選

一ヽ

イ■
ヽ

い
た
′
、・
ヽ
ヽ
　

こヽ

ヽ
１
・

、́
い
１
（
ヾ

く

こ
Ｌ

と

す

る

・

に
も

え

不

り

た

く

、
■

夜

ガ

め

ヘ
ュ
ー
、
硬

い
て

一忌
り

ま

す
Ｌ

考

し
べ↑
一理
な

く
終

る

こ
と

公
あ

つ
た
な

ら
ｉ

熱

　

マす
０
火
ｒ
ユ
で
も

生

さ

通

し

て

、

ヽ
す
ン
御
暮

ぉ

い

た
だ

ら
ヽ
ま

し

よ

つ
・
商
一宣
表

・仏

？ヽ

シヽ
ツ
カ

ツ

仰

照

克

１

贅

ノ
て

下

さ

れ

ま

せ

、

十
　
せ
　
　
せ
　
泉

　
一嗽
　

部

こ

て

え

、「

石
、占

｝聰
＋
ず
二
つ

菫
，議

撼

こ

あ
ニ
ノ
´ヽ

つ
た

た

こ

，
〓
ニ

■

史

ギ
■

ぞ

喬

二

「

＾
↑

ヽ
　

■
■

蜂

薔

一一ザ

其

り

ヽ
“

ｔ

た

い

た

ド

ユ
Ｔ
，
，
・
ｔ，

レ
、

各ヽ

壺

＾
・・
れ

グヽ

「
い

■
Ｆ
よ

つ
・
で

あ

る

。
彙

こ

ス

●
　

・一）

ギ
一
″
）
、
二
似

初
鼻
、
キ
∵
二

つ
象
〓
灰

」́
接

サ
ー
●

、
一
こ

も

ェ
ノ
く

、
Ａ

いノ
ダヽ
　

．

抑

襲

並
丁
％
て
い

た́

ゞ

く
板

ミ

こ

で
ｊ
」
玲

ん

ど

な

ａ

つ

た

と

い

う
二
ヽ
　

．

よ

い

。

一ヽ
日

ま

イヾ

ス

衣

，

お

け

４

衣

会

今

、
基

々

そ

の

■

こ

女
一

も

つ

て

い

一●

っ
Ｔ
こ

に
す

一嗜
イ
ヽ
■

，７
象

い

ヽ

、
青
甲
ヽ
九
■
ι
ヨ
■
）
く

，Ｐ

る

象

会

の

、
宮

ら

口

向

の
色

子

Ｆ

Ｔ

Ｔ
Ｉ

，

去
一
よ

つ

■

と

こ

い

は

楡
ば

な

ら

な

。

私

？

円
塊

バ

魂

救

会

に

輛

覇

キ

遂

ツと

い

た

だ

ｏ

く

ｏ

た

狽

、

誉

っ

●

て

お

■
１

，

レ
て

毛

几

ｉ

の

書

牧

ギ

ふ

頂

い

え

ヽ
，
こ

（
ｒ
め
る

も

い
傷

オ

（
・
人

〓
可
で
　

，
す

ヽ
性

神

と

い

、
ン

こ

兼

こ́

「
二

Ｔ
つ
二

、
い

●́

ヽ
ア
と

き

Ｉ
二
」
し

た

ヽ
）
こ

（
ヽ
あ
１
一■

議

■

一
体

二
■

つ

人

声
ｆ
ッ
奏
　

思

ひ
も

”^

け

な

こ

の

よ

フヽ
夜

七
エ
ス
‘

Ｊ

Ｆ

す

る

と

い
う
Ｌ

と

，

（
一
く
え

え

生

の
カ

ム

さ

押

教

ユ
一恭

、

■
■
■
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|
日
日
|
|
|
|
|
|
|
E
E
E
E
E
E
E
|
|
|
|
|
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〓
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・
■
・
〓
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斉
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●

・
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一　
一
●
■
ク

■

●
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．
●
１
■

●
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・
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ヽ
一
「
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一
・
１
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一
一
〓
一
〓
一
一ヽ

一■
ｉ
ｔ
二
一
１
●
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．
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ｔ
一　
■

・ヽ
　
．

ネ
■
一■
「
Ｊ
へ
手
ニ
ー
ｔ
●
こ
ミ

ｔ

ｒ

ｔ

．
■

ヽ
●
こ

‘
　

ャ去

三
暮

ヽ
キ
丼
●

■
　
，・
´
こ
一（

ニ

ミ
■
「
Ｔ
晨
■

（・
・ｔ

〓
〓
＾
１

バ

・　

二
・
∵
べ

ヽ
■
一

■
／
一
■

〓

、

二●

＾
ｔ

ｔ

■

一　
■

蘇

■
ｉ
Ｆ
ｉ

ふ

ざ
二
∵

ｔ
・

■

Ｌ

・́
一
ぉ
■
　
■
一
■

亀ヽ

´
●
ｆ

去
Ｔ
，

・

，

■

一
■
一
＾

ｔ

´

，
１
　
■
一
熱

一社
会

一

兵
■
員

ｔ

ｔ
ｒ

（
　

・

一■

え

ら

■

´ヽ

い∵
ｉ
（　
．で

二
ｒ
‐ヽ
■
Ｉ
一

・ｔ
イＦ
ず
一
ヽ
一
籠
‐争
〈
ｔ

一■
誅
ミ
ギ
一
ヽ
一
イ
ド
●
ｉ
れ

た

う
｝
●
Ｉ
二
十一

一ゝ
（

■

「
１

ヽ
‐
）́

「

一

ヽ
二
月
■

，
■
■

ふ

，
も

゛

本

二
■
な
ら

薇

複
，魚
ヽ
一狡

ニ

ネ

‐‐１
　
ネ

■

´

（̈
〓

一
■

年ヽ

キ

　

ｉ
■
■

っ

ち

よ
、サ

彩

」

一■
ヽ

、

・二

・Ｉ

は
　

一己

ｌ

ｌ

‥

●
Ｉ

〓
Ｉ

「

゛
）
蝙

／括

項

武

　

．

‥
１

・
‐卜■

，
，し

ヽ
´
ち
１
１
１
ヽ
、

一ヽ

一へ
■
‥

　ヽ
、ヽ
　

　ヽ
‐　
一
―
■

二
ｉ
４
１

１

■

千

ｆ
ｒ
ｉ

∵
ｌ

一

ミヽ

ｉ

〓

つ

■
１

■
ゞ

ヽ
ａ

ｉ

■

■

格

え

（共

・
Ｉ
ヽ
■

（́
れ

■
ヽ
よ

つ
‥
ヽヽ
一
・
一ｔ

・「　
′
Ｆ
た
奏
　

朽

＾

工
■
二

（^

査

会

■
ヽ
↓

一
一ず
ヽ
堵
，
Ｉ
Ｔ
こ
に
郵
一さ

」
下
，―
■

て

［
た

（ｔ
」Ｌ
「

´

二
Ｒ
Ｉ
ｔ
ェ

■
Ｌ
■

■
■
も

ヘゴ
ウ
■

ユ

‐ｔ
ｉ
骨

颯

―́‐１
■
ム

■
よ
う

冬

八
二

・　

■ヽ

ｌ

ｔ

〓
入

■

■

一■

く

、

■
ふ

貫

ネ

，

豆

長

礼

く
ら

４ヽ
スヽ
　
′一
ヽ

＾
た
Ｉ
へ

つ
く

黎
■
ゞ
も

・′・、
「
ｌ
ｔ

つ

ｔ

ス

ニ
・
ｔ

つ

で

ス
了
争

，

‐１１
＾

ヽ
１

１

■

■

――‥
、
三

■
■

〓

■

ｆ

家
一分

挨

六

の

ス

ミ

く

も
仰

仕
命
主

曼

り

ら

れ

―
氏

ｔ

（

表

議

公
祇

賃
Ｉ

ｔ

■
ム

て
う

■
心
ｒ
＾
　

・（

一へ
ｒ
薔
チ
ム

Ｆ

ｔ

，
Ｉ

メ

，

１

１

仰

一本

）
下

さ

れ

た

ユ

ヒ

ば

字

上

ぐ

「●
ま

で

「二
な
い
幸

一
二
＾
、
一ス

に
ネ

致

（̈
署

ネ

′一

尽

か

こ́
欠

べ
●
れ

て
，

「

″育
ユ
ニ
ロ
， ス

・
，
一
い●
，
■
一
．こ

′卜
４

■
・こ
末

L

ヽ

ｔ

ｔ
　
　
ｉｔ

り

■

れ

た

こ

し
１
は
、
ュ
ニ
対

こ

し

て

は

、

民

４
兵

ム

●
ｉ

〓

言
〓

一

も
な

・■
季

る

べ

‐く
　

単
二
〓

）
‐́′二
ぃ
う

る

．

一ス

‐ｔ
ヽ
二
｝

二
く
ｒ
ｔ
ニ

■́
　
４
式
‘
ゴ
Ｆ
ｆ
ヽ
ム
ー
は
じ́
（ｒ
が
，
仰
素
ニ
ァ
ト
毯
）ｔ
ｉ
゛
・メ
、

キ

マ
メ
一
を

抑
萌

盆

２
式

）
Ｓ

み
て
迷

，
ふ
さ

癖

到

れ

色

守

一
ゴ

た
が
，
な
ら

な

ム

つ
た

こ

と

‘
　
一共

′一
■
清
躍
し
さ

緑
（な

ノ
こ

市

ニ

だ
）
』は
、ほ

な

ら

ぬ

）^

一払
は
諷

■
編
一人
と
二
派

レ
イー

應
Ｌ
黒
量
な
ら
と
・衆
じ
得
な

も

の
点
ヽ
あ

る

の

０

あ

る

．

最

後

Ｆ

ニ
ベ

流
あ

人

人
、
の
尋

Ｆ

は

、
う

代

い先

生

公

仰

べヽ
会

の

根

茎

女
」
文

め

ら

れ

、

二
代

鬼

土

な

人

に
え

れ

ク
ニ

看

口

く

乗

ふ

れ

た

る

仰

ｎ

ｇ

ぉヽ

受

‘

ざ

に
な

り
ま

し
た

於

．
沖

の
二
人
へ

の
足

　

・

は

水
末

四
十

年

と

い
う

晨

も

な

か
さ

歳

月

と

も

姶

抑

取

次

の
道

　

一４

に
思

慾

仰

精

立

下

さ

れ

た

こ

と

オ
■

抑

生

前

．
現

牧

会

長

え

土

Ｆ

御
童

稼

せ

う

れ
た

御
乞

菜

と

も

恐

み
さ

さ

れ

．
珂

に
慕

わ

し

く

も
専

へ
領

り

で
あ

る

。

先

生

は

初

べ

鬼

生

の

御

鼠

洛

一ｇ
最

も

え

く
お

具

え

に

な

つ

て

い
た

よ

う

で

あ

る

。
常

住

ネ

几

の
く

よ

次

く

と

で

も

“
う

よ

シ

な

仰
姿

で

、

腹

と

お

立

て

に

な

ら

ぬ

と

い

つヽ

こ

と

‐―

願

う

て

も

（

な

わ

る

専

い

仰

撲

落

―

こ

れ

は
初

代

之

鬼

生

ヘ

ニ
代

た

生

の

た

り

ｒ

な

っ
て

ぉ

キ

し

に
な

つ

て

い
た

と

来

る

か

　

、
〕
れ

ヘ
エ
く
鬼

生

ヽ

．
表

れ

様

の

仰

教

４
も

と

ゲ

ハ
）

テ

手

不

断

の

仰

惨
姜

こ́
横

ま

れ

て

い
た

の

に

よ

る

も

の
と

昇

せ

りヽ
れ

る

。
私

た

ら

公

、

仰

友

煎

に

い

つ

仰

祠

寄

せ

い

た

ヾ

い

て

も

御

技

ス

の
変

t

t_

色



く
ェ毛
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女
」
肩
竹
せ

な

ヽ
一
，
午
と

′
ヽ
■

（
ヽ

一小

つ

´
∵
よ

う

て

あ
・
る

。　
そ

し

て

ヽ
ヽ
れ

は

私

た

ら

に
と

ぃ
ノ
く

黒

稼

の

方

／
一
も

仰

公

れ
　
　
ヽ
一
の

ニ

な

さ

よ

ろ

ヽ
一
ド

と

も

慕

み

奉

ら

れ

た

の

で

あ

る

。

私

は

衣

組

仰

理

解

茅

て
十

七

千

人

つ
思

わ
手

シ
一
よ

う

石

ｌ

ｔ

の

奏

あ

る

Ｆ

ヽ

ｉ

ｔ

」
●

「

衣

女
一
舞

し

ま

）^

右

つ
一貢

努

（二
三

人

な

・な

っ
Ｔ
と

・
」
尽

一）

台
ニ
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（
ち

´ヽ
・可
ゴ
と

知

ら

ぬ

つ

冬

＾
〓
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＾
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・
“
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に
―
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て
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〓́
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コ
暉

一一小
し
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ご
れ

一
、
ｔｌ

ト
ー
よ
■
・
さ
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■
●
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一几

す
〓
ヽ
　
〕
，
焔

庁

な

る

場

心

に
（
ト
イ
ヽ

も
、

人

つ
ミ
ｆ
デ
な

どヽ

「

後

１

１

も

■

て

ら

れ

た

華
よ

な

ふ

つ

た
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つ
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ゴ
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．
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「
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■
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■
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＼́
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．
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■
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ｉ
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熟
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．
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ｔ
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．
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＾
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７
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う

仰
思

つい
８
お
水
け

下
さ
れ
ま

し
て
■
，く
に
仰
ヌ
次
下
さ
る

「

，

こ
‐尽

え

が

″

親

の
思

い
き

子

郷

ら

ク
で
壇
う
よ
つ
に
超

・岬

茶

二

奉

行

さ

せ

て

頂

く

こ
お

猥

い
申

し
二

げ

て

こ

い
て
巧
象
託
ヽ

の
茶
スヽ
に
な
，Ｏ
と
急

ｒ

猥

に

よ

表

さ

え

う

る

よ

せ
ら

れ

お

戸

も

こ

ド
ヽ

下

（・‐　
は́

、り
一
．

〓
ょ
　
′
＼
「^一甘
，

ま

―

え

入

、

二

ず

な

い

雌

な

ら

と

同

い
ふ
―
る

産

に
壼
ま

れ
、
衣

下
さ

つ
く

居

た

れ
、ご

―― /―´

ｔ
て

居
・
″た
幸
ヽ
は

へ
，
ス

な

な

ら

″

体

な

い
ま
す
で

あ

り

ま

寸

。

■
，

■

〓

，

一
相

，

二

ね

二

と

で

あ

，

ま

す

―

人

手

あ

つ
く

●

ｒ
¨

「
二
０

■

´ヽ

４・
民

■
・
　

上

下

■
貫
ノ

ｒ■
つ

に

オ（
寸
　
′
と

の

仰

衣

も
う

員

‐́二
一』

ミ

ぼ

押

，

手

な
茅

一
と

の
神

急

８

本

音

に
頂

こ‥

ピ
　

ご
　
　
　
　
　
ざ

〕
　

ご
ヽ
●

一
　

　

．―



/

ヽ

亀

‘
ｔ
．

ｔ^

た
　
一い
　
，ｔ
　
Ｏ
　
こ

こ
にヽ
　
Ｆ
ｒ

一よ

一
つ
１
．

一　
ツ

´
１
ス
会

　

衣

輝

た
、リ

ン
ー
・́　
　
一二

一ｔ

（　
　
一
一　
　
ィヽ

一
　^
ヽ
　

一ヘ

ロ

，

つ
た

＾
り
１

年
り
ｉ

ｆ

ヨ
〓
■^

一
　

　

．
一
二
１

■
■

■

Ｌ

で

告

、

つ

な

公
９

丙

員

■
一　
・）
´
・
て
二
´
メ
・ヽ
年
二
く、
一
一
一二
（　
ｉ
■
／
一
な

し
‘

属
）
・■
０

で

あ

１

ニ

ー

〓

′
一一
一
二
ｉ
　

計小

争
根

，
‐‐
こ
本
一末

と

つ

つ
≡

（Ｉ
り

つ
様

な

も

つ

で

■
，
ノ
ま

す

。

幹

Ｌ

離

れ

た

一硬

は

や
■
べ
く

お

れ

よ

し

よ

っ
ｌ

ｔ
・、一
に

べ

，

な

ニ

バ
あ

―

　

■

『

■

「

手

つ
六

煮

●́

い

つ
つ

、

二
，
く
ヽ

ヨ

‐つ

餐

・乞

な

‐Ｉ
ヽ
属
〓
〓

ｒ
こ

Ｌ
思

Ｌ
よ

，

代

く

（・ノ
義

狡

ユ
泳

つ

つ
″
■

，

１

，稟

な

し
の
こ

イロ
ン、
な

っ

や

す

く
新

し

い

つ

な

二

ｏ
　
く
、

二

〓
↑
●

■

」
，
Ｉ
一

っ
´
ほ
ェ

ろ
′
‥
モ

は

尻

欺

ヽ

あ

つ

た

状

と

Ｉ

Ｉ
ｌ
ｌ

Ｆ

Ｔ
，

Ｉ

ヽ
―

安

い

．

え
■

■
本

口

な

仰

月

仰
員

端

の
十

よ

り

、
よ

く
こ
そ
お

繰

さ

ｔ

御
参

一外
下
さ

い
ま

し

た

。
技

義

九

土

も
焦

ホ
し
な

飲

い

下

さ

れ

た
孝

と

存

ヽヽし

ヽ
垣
）
ヽ
岬
礼

２

申

‐・■
ヴ

・●

）へ
弄

で
ゴ

ざ

い
ま
す

。
え

さ

ま

し
て

三

二
代

の
後

き

ス

α

し

て

．
キ
、戌

の

人
仕

ｉ

頁

み

、
主

ん

で

は

一
層

の
日
上

．
た

晨

１

次
を

お

り

の
人

み

私
げ

茎
家

ら

せ

て

瑕

い
て

、
ほ

と
な

と

の

人

第
一
回
先
代
親
先
生
き
健

び
て

四
月

二
日

、
三
代

先

生
の
百
百
茶
べ
美
は
し
く
仕
え

つ
れ
た
後
　
滋

賀
義

に
お

て
　
参

加
右

十

一
る

ｔ

ｔ

　

・ｔ

二

●
Ｉ

・
■

一，
サ

崚

一わ

ヘ
ギ
■

・
つ

な

＾

リ
ン
だ

一Ｔ
つ

”

「
´
離

て

ぼ

お

（

，

ご
ギ

ヽ

た

」

ム
う

幸

こ
考

え

ね

が

な

ら

な

．

一廿

二

三
，
な

，

ま

功

「ニ
ー

「
別

に

”

け

ら

れ

て

い

る

と

云

う

三
∵
‥
ｒ
ｉ

一
ヽ
■

一

「―
■
■
‐
〓

ｒ
イ
ス

と
同

じ
様

′」
考

え

た

な

・ヽ
一
‥
一
孝
ｔ

ｉ
一
ｉ
ｔ
ｉ

」
・こ
ｔ

ｉ
■
「
一ｃ
は

・な

ぃ
秋

、

た
　

人

ネ

ｃ
ネ

つ
て

そ

こ

■́
〔
　

記

子

寂
会

●

つ
な

公
り

■

〓

一　
て

，■
（

ぬ
〓
こ
孝
〓
／ｔ
る

の
は
全

く
考

オ
ー
ニ

ぃ
で

ろ

「
ン
　

我

公

六

て

一奪
る

の
て

は

な

い
水

と

考
え

て
見

イに

い
と

思
う

の

で

あ
う

〓ヽ

，

１

ヽ
ヽ
考
京
一
し

て

子

Ｋ

■
で

も

伝
え

五
さ

た

ｎ

も
の

で
ろ

１
・
ま
す
　

祝

衣

会

あ

つ

て

の
僚
凍

教
会

で
あ

る
事

卜^
尽

ハ
く
」
へ

し
ま

す

と
仰
十

工

、
一
肉

《

〔

存

範

サ

う

破

，

二

の
御

比

礼

は

一
　

・

■
‘
え
ス

ム́
わ
（二
⊂
麦

ｔ‐
来
え
子
も
末
え
さ
せ
て
頂
ゥ
る
も
の
　
一

こ

確

こ

と

将

つ

の

で

あ

り

ま

す

。

工
２
■
主

て
て
頂
根
ね
ば
な
ら
な
私
と
致

し
ま

し
て
．
有

み
よ

す
れ
い
ま

二
と
に
不
た
の
フ
、
な
ロク
な
ら
な
ま
責

と
思
ぃ
と
派

う
す

る
の
で
ｒ
ざ
い
ま
ブ

，
ど
う
仏
ふ
入
社

の
鬼
上
方

の
御
打

恭
え

、
御
ち
力
左
切
Ｆ
お
猥
い
申

ヘ
リ
た
い
の
で
あ
り
ま
す

．

（
■ス
申
す
立
も
な
い
寺
な
か
ら
、
本
教
ｒ
お
さ
ま
し
く
は
「
お

で
こ
へ
一し
か
経
ス↑
と
な
り
、
「
あ
い
ょ
、
本
け
よ
で
立
行
ヽ
理
Ｌ

ヽ
●

t

ι
L

|



ヽ

＾

参

癸

と

な

つ

て

．

熱

課

つ
発

展

、

素

喜

」

い
う

夫

わ

レ

い

錦

２

式

り

入

し

て

ゆ

く

―

と

　

ま

あ

こ
の

よ

う

に

思

わ

れ

る

の

で
ゴ

ざ

い
ま

す

。
人

卑

表

合

に
さ

て

．

初
代

、

ニ

ベ

三

二
代

２

重

じ

て

・
そ

の
点

＾

ど

フヽ
あ

つ
た

水

？
・

と

い
う

芋

ｇ

十

燿

に
お

誌

と

頂

す

ま

す

と

有

難

い
と

存

び

薫

す

ｏ
具

ム
九

二

仏
ら

ど

う

Ｏ

ｉ
ｔ

二

実
ご

「

え

源

は
　

常

に
　

偉

べ（０
こ
菫
〈
ミ

と
と

分

け

て
お

そ

ｒ
な

つ

ま

し

た

。
な

は

爾
な

と

迫

と

い
，

４

８
， ヨ
ベ
・
に
お

め

て

，一停
せ

一しと
上

め

た

らヽ
一
よ

ろ

し

う

ご

ざ

い
ミ

し

よ

う
よ

？

―

と

同

ぃ
ま

し

た

ら
１
　
そ

れ

は

一（
う

ま

で

も
な

い

ヽ
一
‐́」
　

第
二

は

神

揉

、

第

一Ｔ
に
　

近

に

は
二

の

努

ろ

、

あ

る

　

人

に

こ

入

へ

の
あ

ろ
ｆ
な
あ

る

。

界

〓
〓
　
輝

／」
へ
　

税

一家
へ
へ
′卜
墨

す

こ

と

、

と

仰

教

え

下
さ

ｎ

ｔ

し
た

。
私

は

不
ネ

神
な

０

口
ヽ

召

‐ｔ

恭

わ

せ

て

貝

ヽ
よ

フ

／

ヽ

ｒ

し

ご

＼
身

？

ｒ
■

良

さ

て

く
る

・六

未

キ

減

河
寺

も
修

行

ｔ

，

と

つ

お
三

「

フ

と

解
ら
三
て
て
頂
、い
て
お

（
げ
′
ヶ
）、家
っ
て
入１
，
■一　
レ
た
。　
人́
界

一三
　
牟
二
の
卸
数
ｔ
実
行
す
ｒれ
ば
す
１
●
こ
　
一モ
難

』
千
だ

・と

ヽ
Ｃ

こ

´

（
り

、

式

堰

マ

マ

と

綱

得

し

つ

つ

．
兵

゛
一、
一一黒

一
２

依

へ
）
せ

て

貫

う

て

き

ま

し

た

ピ

え
三
「
一夫
ム
元
市
〓

可
ふ
初
ぺ
鬼
■
の
尽
み
・公
話
矢
一
な
さ
つ
て

下
，
へ
」
い
　
↓
（　
て

，ん
　
な
　
‐‐
　
」

輿
島
「
ホ
‥‐―
可
ら
仰
こ
？
方
へ
何
う
良
暮

に
、
有
業

い
仰
話
と

し

て

下

さ

っ

イ
ー

　
一
米
ン
ノ
＼

に

だ

２

仕

ゝ
一
ん

で

頂

い

た

も

`い
'

‐―
」
´，

´

ヽ
い

）

一
ヽ

の

で

し

た

。
へ
´
も
「
た

象

つ

て

る

，

ま

す

＾

、
十

の

■

の

場

に

おヽ

氷

俵

か

薯
Ц
い

て

あ

っ

て

絆

で
蚤

り

な

へ
）
れ

る

時

、

Ｔ
寸

み

ん

で

な
ら

公ヽ

し

て

属
・ら

れ

ま

し
た

．

あ

れ^

は

豊

為

な

ら

お

供

え

な

さ

っ

た

よ

う
た

思

う

て
お

り

ま

し

た

奏

、

豊

始

の
先

生

′
あ

な

た

．
何

令

お
向
ぎ

に
な

っ
て

い
ま

ｔ

ん

秋

？

」

ｔ

遠

「

私

く

、
そ

う

も

い

率
ヽ
は

，

じ

■
毛

ぬ

へ

、

な

ん

で

も

、

ち
ら
の
鬼
土
於
親
教
会
へ
御
参
一外
の
節
は
そ
れ
は
人
表
な

幸

で

．

一
ュ

向

も

十

日

も

荊

ム

りヽ

、
豊

喬

中

一こ
歩

さ

理

つ

て

、

積

々

珍

ら

し

い

も

の

２

お

集

め

に
な

り

、
在

え

の

画

へ

一
杯

並

べ
て

こ

ス

は

視

鬼

土

薇

へ

、

ヽ
・
ス

は
興

薇

■

ら
れ
は
御
子
薇
へ
　
と
い
う
よ
少
４
　
）て
ね
ほ
／
＼
た
ヽ
　
」
・

っ

に

こ

ま

や

な

な

お

だ

づ

よ

い

０
こ
な

さ

つ

て

一奪
ら

れ

ま

し
　

一

た

。　
／一
い
ヽ
ノ
寺

で
す

。

ス

刈

い

頂

の

思

い
人

に

、

私

ら
よ

お

棚

の

上

に

珍

ら

し

い
物

ぐ

　

立

系

な

物

お

お

宍
た

に
上

っ
て

い

一６

の

２

見

る

と

、

「
あ

れ

は

ど

う

せ

人

棄

へ

行

く

の

こ

ス

つ

て

ｔｌ

る

な
ら

だ

の

だ

し

―

つ

よ

り

そ
う

い
う

物

の
■

下

シ

公
子

供

の
方

へ
或

け

る

一判
定

夜

は

黒

い

て
子

供

ヽ

一̈
割

功

っ

て

い

た

次

第

、
子

久

公

可
愛

ゆ

く

な

い
千

は

な

い

の

で

す

＾

．
そ

歿

以

上

Ｆ
魂

泉

っ

御
尽

に
應

ド
レ
・

親

表

■

人
事

に

す

る

た

（

派

よ

つ

た

の

で
す

ね

む

へ́
よ

「

フ

‐

へ
　

成

る

積

　

い

い
お

誕

て
す

ね

「

お

そ

こ

う

」

の

兵

工

だ

と

思

い
ま

す

。

「
お

そ

硫

さ

」

２

Ｃ

だ

つ
親

手

tゝ

1.ヽ

t'

、ヽ́,

_ 」
、_7

一
　

　

一
　

　

　

　

　

　

ヽ

ヽ
　

・

‐
＼
、
　
　
　
　
　
　
１
　
，ヽ

．

―
ｌ

　

　

ｔ

、

「

‐



ｔ

も
　
　
　
　
■■
．
ｔ
　
　
　
　
ｔ

の
議

病

因

係

に
久

し

て

、
型

に
長

の

た
よ

つヽ
′卜
な

る
と

形

、八

卜^
磯
一
しヽ
て
士

ゑ
・
た
精

神

ｇ

ス

・ひ
封

一大
苺

落
‐墓

き
さ

え

伴

つ
場

合

も

走

ら

な

い
と

は
瑕

，

表

せ

ん

争

り

一
部
た

、
キ

流

軽

視

の
民

と́
も

二
じ

る

久

も
知

歿

ま

せ

ん

公

、
く

れ

は

形

２

の
波

兄

て

ゞ

こ
亀

な

い
論

だ

と

思

い
ま

す

．
■
御

キ

墨

さ

」

つ
本

項

と

い
う

も

の

は

．
認

な
ら

恙

愛

―
フす
ょ

り

一Ⅸ
委

の
情

こ

の
支

え

　

融

合

し

た

も

の

、

つ
ま

り
０

た

い

理

てに
一査
づ

く
も

の

で
な

く

、
遅

な

ぃ
食

の

通

っ
た

二研
に
依

つ
て
立

つ
れ

子
禽

系

だ

と
な

咸
思

ぅ

の
で
す

＾
ね

ビ

た
上

■

こ
´

ａ
ｔ
絆

秋
ら

向

い

た
話

な

ん

で
す

公

、
東

ぇ

主

＾

視
教

公

お

ヌ

大

ざ

ｇ

頂

秋

ず

に
η
本

部

参

昇
８

し

て
お

う

ね
た

と

ヽ
一
ろ

（
魂

と́
黒

現ヽ

し
て
本

部

へ
参

る

よ
う

な

も

の

は
教

輝

つ
資

格

は

黒

い

）
と
義

処
主

争

フ
赦

哉

２
受

ウ

ら

れ

ま

し
た

ぉ
、

神

の
ぇ
、る

に
ォ

ゎ
ね

な
ら

ド́
し
よ
ぅ

な

、

源

困

ん
な

い

の
に
伐

荻

ｒ卜
雪

賃́
な
っ
れ

ま

し
た

。
償

し
お

０

界

氏
な

つ
て
お

ら

れ

る
曹

十

Ｌ
よ

く

寵

え

て

、

御

月

に

差

支

え

な

よ

つ
た

と
い
う

の
で
す

。
奇

急

な
キ

で
す

・い
永

咬

さ

れ

る
と

こ

ろ

景

い
こ

で
あ

る
Ｌ

尽

い
ま
す

ｒ

鬼
生

「
伊

努

の
鬼

主

は

ヽ

面

森
ら

よ

く

御

奪

知

の
半

と
尽

っヽ
の

で
す

か

、
材

代

え
十
一
公

魂
教

公ヽ

と

い
よ

に
頭

い
て
お

ら

れ

た

な

‐

お

話

名

い
た

ゞ
う

た

い
も

の

，
す

ビ

も

灰

「
ど

う

も

私
ま
余

，
並

通

ざ

て

、
釘

調

、
ム

に
入

つ
て

島

８

見

す

の
表

よ
も

知

れ

ま

せ
ん

＾

―

ゎ
、へ

ぼ
神
薇

人

鑢

派

一脅

つ

て

く
ヽ
、
す

ミ

ス

、―
ｉ^
尽
，
あ

る
と

こ

ろ

の

二
十

ク

」

い

つ
五
二
た
句

熟

退

ド
な

つ

た

（
真

ヽ
■
泰

Ｉ

て
の
勿

挨

は

仰
ス

知

の
よ
う

な
李

竹

の
余

及

と

さ

ダ

っ
れ

て

の

一オ
で
す

（
向

く

と

こ

ろ

に
よ

ｋ

ぼ
記

２

深

く

思

わ

れ
る

一
冬

秋

りヽ

画

２

肩

し
て
泳

言
）
も
さ

れ

、
戎

８
養
・へ
」
れ
た

の

で
す

公

、

並

Ｆ
衡
‐
不

興

と

買
う

一
ヾ
呆

Ｌ

な

り

．
し

な

も
李

０

っ
′＼
後

何

等

貴

４

‘笙
負

つヽ
ベ
ベ
」
節
さ

い
な

さ

れ

不

梅

、
，■

ら

覆ヽ

く

苅

す

る
お

気

持

仏

りヽ
御
聰

選

な

さ

れ

．
蠅

に
対

す

る

節

禄

名
立
て
貫
秋
れ
た
そ
う
で
す

―

註
　
筆
有

）

千

へ

え

■

せ

非

常

に
清
一
の

深

い
方

で

あ

つヽ

腋

ま

し

た

の

で

初
、代
８
仰
ざ
、
お
雀
え
な
ら
」
る
上
Ｆ

久
患
２
釜

さ
れ
た

て
あ

る
‘
フ
等

な

に工

い
・こ

＼

・４
よ

て

′一

ピ

キ

村

「

私

は

ニ
ペ

先

生

の
尽

い
な

に

つ

い

て

語

っ

て

見

た

ぃ
Ｌ

尽

い

ま

す

。
私

、

十

六

或

の
時

父
の

後

２

３

公

し

て

頂
‘ぃ

た

の

で
す

公

．

こ

れ

は

営

人

な

芋

に
な

つ

た

―

と

人

い

ｉｔ

累

眼

友

し
ま

し

て

．

何

袂

一　
つ
修

行

き

へ
一
て

く

頂

こ

フヽ
と

考

え

て
彦

根

な

ら

人
本

へ
表

歩

て

参

界

し
た

事

（
あ

り

よ

し
た

。

い

や

も

う

ヘ

ト

ど

ヽ

に

な

つ
て

薪

く

の

こ

と

に
お

広

薫

ヘ
ユ

リ

着

い
た

の

で
す

恭

、

そ

の
時

、
初

べ

鬼

生

も

ニ
ベ

九

虫

も

よ

フヽ
末

た

／
ヽ

と

お

震

め

Ｋ

象

，

い

ろ

／
＼

お

い

た

わ

り

下

さ

い

ま

し

た

時

の
疾
ヽ
な

な

、
永

だ

に
よ

う

恙

れ
ま

せ

ぬ

。

一一
代

九

主

惑

、
な

な具
も
お

長

り

に

な

つ

て

お

ら

れ

ま

レ

t´

t

一
　

　

〓
　

　

　

　

　

　

一

ｔ

ｔ

　

▲
ヽ

、

0

―

【
　

　

　

　

　

一

・　
・
　

　

ヽ

「
こ



て
、
平
爾
馬
λ
益
末
な
ど
仰
愛
仇
べ
一
れ
て
い
ま

し
た
。
御

月
の
よ
に
つ
い
て
越
豪
言
（
々
衣
々
ら
役
ス
に
な
お
就
＾
一
に

な
り
、
女
歩

、
打
衝
な
ど
に
な
委
れ
た
ま
熊
名
ぉ
ス
し
く

よ
り
ま
し
た
。・
支
仏
の
方
面

Ｋ
人
い
に
恙
と
伸
ば
し
た
い

と
い
う
よ
う
な
仰
気
風
ヽ
あ
，
、
貪
年
の
育
ス
に
鑓
い
て

も

非
常

に
「

ヾ
之
有

せ
ら

れ

て

、
そ

‘
高

秩
工
人
部
先
生

昔

派
辛

（
ス
生
等

に
蠣
日

し
て
入
成

名
前

つ
て
お

ぅ
れ
た

よ
う

で
し
た

θ

卸
素
身

な
か
ら
も

、
時
に
は
枚
夜
折
念
え
な
へ
ヽ
る
事
も

良

く
て
し
た
ヽ
、
「
自
分
意
し
て
も
修
行
主
に
一挙
ネ

は
入

師

神
　
一　
体

の

億

ク
代

表

賃

象

（

長

冶

本

松

之

助

編

は

韓

年

の

具

　

難

左

の

霰

病

で

口

う

ま

し

て

、
名

Ｋ
彪

茉

ろ

ら

，

る

手

者

と

ぃ
う

争

当

＆

尽

，く

し

た

の

で
す

公

何

の

効

も

見

え

ず

、
立

く
薔た
に

の

一
蕗

Ｚ

ユ

つ

て

え

Ｆ

盲ヽ

日

と

な

り

、
澳

僣

．
巻

悶

、
身

べ

こ

も

に

睛

コ
＾

の
な

に
ぶ

ち

て
し

ょ

っ

て

ぃ

た

の

く
す

。　
そ

の

時

、
神

、
一
意

の

有

芦

い

尽

召

し

＆

な

つ
て

人

棄

衣

会

に

仰

神

象

と

材
）
ば

れ

お

並

に

入
ら

せ

て

瑕
ｂ

ま

し

て

、
初

代

鬼

■

つ

熱

烈

な

る

仰
祈

公

と

懇

馬

な

る

仰

教
率
ヽ
と

あ

わ
り

、

人

い

く
慕
一衣

し

て

ぇ

士
（
の

仰

く

に
・懲

斉

な

じ

こ
仁

戯

べ
・
せ

て

頂

く

う

ら

、

優

ホ

ニ

ュ

ｎ

に

し

て

ψ

ａ
フ

ｔｔ
ヽ

■
■
）
　

蓼
・

、
イ
ー
ヽ
「、
　
　
　
　
‐‐ｉ
ヽ

:|
ヽツ

象

ん

で

な

ア

」
と

お

裁

ら

し

に

な

つ

た

率

も

あ

ｎノ
ま

し
た

可

に

し

て

も

韓

年

●

す

ノ＼
オ

２

以

て

仰

口

替

え

象

さ

れ

た

芋

は

清

じ

む

べ
さ

こ
と

で

あ

り

ま

し

た

。」

補
木

「
夜
へ
、
薄

い
（
人
痺

の
た
主
公

―

初
代

も

二
、
も
え

へヽ

も

）
と

思

ら

の
は

、
こ

対

ｒ
公

社

の

宅
ｉ

の
三
■
〓
〓

ペ

わ

れ
た

率

公
黒

い
ら

う

拳

々

．
化

の

人

公
二へ
「ヽ
て

ス

て

し

こ
対

Ｆ
今

雑

′こ
打

ら

な

さ

ら

ん

、
人
悦

の
ｉ

や

つ

た
ら

、

不

又

＾

あ

つ

た

ら

つ

い

口

へ

ヽ
へ
る

し

・

に

伝

云

え

■
，

、
つ

ン再

ｒ

末

て

ら

れ

る

と

ヽ
）
ゃ

ぜ

、

そ

れ

公

た

ヾ

の

一
丼長

ｔ

黒

な
つ
た
あ
の
点
板
及
し
た
ね
ビ

（
文
貧
在
　
，へ
表

）

．

橋
　
　
　
本
　
　
　
　
一二
　
　
　
耶ヽ

埼

張

と

な

・Ｏ
人

分
（
象

こ́
一ま

す

た

の

で

あ

９

ま

す

。
昔

ヨ

斎
］
猥

の

奇

貫

２

我
身

こ

体

現

し

た

父

ほ
紳

徳

の
ス

人

ａ

る

と
遁

の

一久
え

の
尊

さ

に

すヽ

つ

（
り

篤

嗅

致

し
ま

し

て

、

一
旦

機

スヽ

物

に
な

り

采

く

た
と

思

つ
り
に
身

」

功

イ
ン
て

頂

い

た

の

で

あ

る

ふ

りヽ

、
枚

ら

れヽ
た
裁

身

と

神

さ
ま

κ
不

ダ

て

ご

御

用

の
几

端

に
も

立

た

せ

て

頂

さ

た

」
と

発

た

す

る

に
至

っ

ま

し
た

ｏ

こ

つ
い
う

御

保

な

りヽ

れ

数

奏
（
に
修

一打

に

入

ら

せ

て

頂

さ

ま

し
て

３

夜

ｒ
傷

が
ヽ
４こ
鞣

リ

ｃ
練

り

鍛

え

一́
餃

え

て

頂

さ

、
親

え

二

印

ら

神

生

ま

（
和
二
ヽ
ニ

な

現

九

生

の

■

４

現

り
れ

下

さ

る

）
枚

に
神

の
前

立

一フ
た

る

魂

一〕
　

ぜ

‘し
・
・Ｓ

聰諄

ヤ
ー
　

　

　

　

■

-11-



え

生

タ
二
一ξ

レ
　

屹

る

寺

公

、

そ

の

こ

二

待

■

キ
Ｆ
こ
一́降
じ

こ

ろ

キ

な

り

．
新

く

て
記

先

生

＆

立

レ
て

惇

人

な

る

ス

た

の
神

へ
〓

も
と

■

こ

し

ヽ

御

瑕

久

２

仰

い
で

つ

，
ば

ス

一夕

ヽ
冬

る

、

も

の

な

レ

ー
ー

の

人

一篤
べる
名

担

得

し

、
ョ
″
理

し

て

布

衣

函

難

と

い
わ

れ

た

光

後

の
敦

賃

の
比

こ

牟

丁
ナ

タ
）
、砧

み

ム

し
た

・ゎ

り

で

ぁ

り

ま

す

こ

う
∴

１

′′
ほ

やヽ

で

，
ス
■
つ
神

力
い
ら

規

定

主

へ

、

魂

さ

ま

叡

つ

我

身

へ
．

藪

身

よ

ら

信

者

へ

と

、
さ

ｔ

狡

祖

２

な

け

て

来

公

猟

れ

込
む

如

く

．
基

な

公̈
立

ち

神

咸

林

灼

と
湾

Λ
ニ
ュ
リ

、

早

く
も

翌

手

に

は

な

会

計

案

公

表

末

．

口

々

に

導

坑

Ｚ

〓

し

た

の

で

ぁ

り

ま
す

。

想

ぇ

ビ

ッ
視

あ

つ

て

の
子

ク
の
基

ル
一
な

う

』
た

マ

こ

の

仰

息

上

々

世

々

た

る

ゝ
帝

‘
ミ

ネ

な

¨

ら

で

ぁ

り

ま

す

。

「

霊

験

恵

神

に
発

し

、
通

は

人

′卜
豚ヽ

つ

て

伝

わ

る

」

と

な

組

衣
公

玄

肉

前

の
瑛

だ
な

翔

人

入

頌

婢

の
買

頭

の
る

句

‘

あ

り

ま

す

。
立

え

人

に

伝

え

て
兵

の
傷

、

２

さ

せ
る

―

象

に
立

の

数

輌

名

養

嵐

す

る

事

恭

、

初

ぺ

え

生

の

尽

０

し

に

一
香

ょ

く

、ョ

う

季

で
あ

る

と

父

は

考

え

ま

し

て

、

こ

の
お

資

乞

象

ら

せ

て

頂

く

よ

う

に
と

な

瑕

し

て

い

た

よ

う

で
あ

り

ま
す

。

特

に
親

た

生

の

尽

Ｇ

し

に

よ

り

ま

し

て

、

後

の

人
痺

ニ
ペ

教

会

長

島

及

書

次

郎

蒟

２

欠

迭

疹

行

の
為

り

、
次ヽ

賀

ｆ

あ

菱

ロ

ヴ

に

な

り

ま

し

た

辛

に

つ

い

て

・

又

は

非

常

に
熱

衣

い
た

し

、

い
（

４

し

て

此

の

浮

さ

抑

偉

仕

Ｆ
数

ゆ

べ
さ

な

と

口

夜

精

追

左

熱

つヽ

こ

よ

つ

た

の

冬

あ

り

ま

す

。
内

の

松

天

コ

人

部

洒

．

覇

北

の

升

上

京

人
部

坤

等

▲

ヽ
“
ヽ

セ̀

Ｌ
一　

ｔ

し

´ヽ

　
　
　
　
ヽ

ｔ

　

　

ｔ

ｔ

ｔ
　

」
■

分

く

た

０

人

材

も

ま

冥

く

て

惨

Ｔ́

一
／
ヽ
　

一１

１

■

■

二

´

人

さ

く

抑

用

に

支

た

れ

た

拳

は

初

代

鬼

■

（〓

一■

〓

レ
〓

■

一
　

・■

よ

る

手

ｇ

申

す

）こ

も

あ

り

ま

せ

ん

＾

ス

も

示

　

一纂

■

■
二
ｒ，

ヽ
ニ

う

０行

く

ニ
ア
ん
で

尾

・る

事
，
こ

尽

う

の
二
ぃ∫
の
ｎ
´
ま
・■

．

父

熾

初

代

ヽ

三

よ

り

賜

（′
た

仰

衣

Ｚ

Ｔ

寧

卜́
〓

色

表

し

て

員

颯

よ

し
た

公

父

の

日
さ
一椰
は

ヽ
）
の
象

公

こ́
依

り

汀

こ

し
て

有

嘴

ほ

ど

生

者

＆

行

じ

て

い

た

募
よ

思

い
０

わ

ざ

れ

る

の
で

あ

り
ま

づ

へ

み

じ

め

る

〓

有

ヽ

の

ス

の
人

て

く
る

の

ぼ

御

教

ぇ

冬

ぁ

り
ま

す

少

し
記
載

し
ま

す

．

０
　

ム
数

工

宙
　

雪

の
北

後

も
何

の
公

る

る

ｒ
ス

ら

ん

マ

、
ス

さ
に
然

と

く

な

な

る
（

力

に

よ
り

か
か

全

た

の
並

は

因

り

る

０

（希

数

の
な
盆

ハ

）

（〕
　

神

の
キ
、へ

」

工
袢

全

六

人
神

の
べ

頂

‘
あ
る

。　
だ
２

人
へ
ヽ

く
麦

胸

と

さ

め

て
スヽ
意

Ｚ

城

て
人

子

に
数

∠́
取

次
ヴ

ー

全

え

人
神

公
後

負

こ
づ
る

な

ら
安

だ
せ

よ
∫

○

　

御

政

次
す

る
者

は

、
神

‘
傷

ぜ

ら

れ

る
式

子

に
な

り

、
人

２
兄

ユ

す

力

２

長

け
て

頂

す

。

Ｏ
　

入
流
「
κ
蒻

れ

て
神

の
進

Ｘ

彼

る
な

よ

０
　
御
取
次
左
有
難
ら
お
住
え
ヽ
・
セ
て
頂
リ
　
ス
竜
女
な
な
お

蓄
い
が
多

い

る

の
　

祈

念

力

ｇ

長

く

て

ょ

、

御

兆

礼

２

二

落

す

る

る

Ｏ
　

参

る

人

子

の
額

に

べヽ
じ

て

次

ぇ

２

烙

ら

ず

べ
さ

も

の

そ

。

―-1,´―



ｏ
　

れ

鬼

生

は

教

え

子

の

持

夜

ｇ

気

な

し

て

御

攻

次

の
一人

理

２

洛

ら

し

ゆ

よ

．

○

　

十共
理

は

瑚

く

も

の

に

非

ず

、

た

よヽ

り

諫

り

《

し

、

燿

る

ヾ

ヒ呉

毒
へ
ま

下ヽ
長

二

次

表

〈
´
は

顧

一
Ｉ

一
十

三

二
■
‘
二
月

二

十

ヘ

ヨ

ヽ
（
へ
■

一メ
ニ
丈

け

ま

し

た

二

■

布

求

最

初

の

衣

会

で

あ

ｎ
ン
ま

す

・像

て

共

小

晏

珂

子

ゴ

ノ
ヽ
万

ヨ

小

明

治

二

■

手

呑

西

月

脅

何

人

率

友

会

へ

“

斥
ア

月

の

ム

百

イ

フ

薇

¨

仰
手
ｉ
引

く

て

参

■

●

∴

し

，べ

‐・
ｔ

，

ヽ

長

材

で

あ

っ

ま

し
て

エ

ー
　

′′ヽ

４
石

難

●
お

一

げ

こ

二

さ

こ

る

■

く

父

珂

キ

凛

薔

人

＾
奏

二

十

三

十

ま

ス

妻
丁

一
」

た

二
ま

二
、
え

■

一
斗
工
の
´
お

小
が
，
，
二
又

守
■
■

―二
て

ヽ
■
‘

よ

●
１
、
キ

有

〓
ノ
ー

〓
■
兵

（イ
ほ

だ

の
結
丁
ヽ

（ヽ

■

ィ
三
■
＾
ｒ
ｉ
　
¨
ｉ一
，二

一
Ｉ
〓
て
，
ヽ
一ヽ

子
一
へ
九
・
４
（

」
　ヽ

‐ヽク
　
ヽ
）

オ

　ヽ
一′ヽ

一
日
（
　
０
・　
´

　ヽ
つ
一つ
　
●
〓
一
●
」
　

ン
　
Ｆ
一　
一ヽ
＾
　
・【
・
一
一
一　
ヽ
、
　
二
）
一〓
一　
一′ヽて
　

・
一　
一
一
　́
一
一　
・メ
）

業

り

て
お
エー
ー

の
人

バ
ら
，

ハ●
一
　

ヽ
‥

１

●

●
一
Ｔ

く
べ

ヽ

大

山
よ

永

■

し

た

つ

′́、、ヽヽ
６

●

わ

べ

ｉ

二

よ

り
夫

、
三

分

年
二

．́■

家

色

〈
１

／

ヘ
カ

，

つ
鳥

わ

１■

御

，

■

，
Ｉ
Ｆ

に
，

檬

御

命

こ

瑕

さ

友

輛

年

■

平

〓

ｉ

ｌ
ｉ

■

に

，

て

ヽ
■

衣

こ

ヽ

ヴ

わ

よ

」Ｉ
ｔ

，」
ｏ

ｆ

構

´
Ｊ
・

（́
言
Ｉ
石

（
・宅

茶

）
ク
」
一ｒ
に　
Ｌ

・
一
す

ｏ

二

一べ

出

の

■
．
ま

い
り

の
ｒ
＾
●

＾
Ｉ
′●
　
一Ｘ
天
〓
雲

（
´
石
上
へ
一「

へ

”一

三
二
貝

つ

れ

て

ｉ

よ
い

り

●
た

し

ｆ
一

シ
■

こ

と

ア
一
た

よ

う

ヴ

な

か

ら

モ

濾

ン
て

l i 」
|、

_ヽ
′

へ
」
も

の
‥
な

り

一

「）

極
尽
は
鬼
響

１ヽ
へ
ら
）
‘
非
一ダ
　
ミ
よ
り
あ
み
ム
し
悟
る
べ

へ
一
‐
υ

つ
　
・
ヽ

〓レ

一「
　
　
　
弩
　
　
　
　
一一
一ヽ
　

　

十■

一本

り
１
・■

■
１
　
く

イ
メ
ヽ

二
■

ｒ
二
十

一■
■

へ
市
ニ
ヘ

‐ヽ、

た

し

よ

一，

に

つ

ヽ
■
■

レ
て
　

父

ユ

‘

章

衣

裏

ヽ

「
Ｉ
（
■

百

「

弩

■

二

二

い

て

頂

１

，

Ｉ

す

か

く

（〕
〓

す
二

暑

三

ネ
末

に

精

励

い
た

し

子

ス

ペ

人
シ
エ
言

で
Ｊ

ｉ
丘
イ
，
１
■

，
Ｉ
た

。
、ユ

・●

「「

の

二

Ｌ

私

と

姉

（

一憧

郷

ム

栞́
さ

へ
塚

ず

）

於

洋
一

ヽ
で

ご

り
ま

す

ヽ

二́
碑

＾

一襲

ま

つ

ｆ
二

〓

メ
　

一

て

二
Ｆ
ｌ
■

ず
■
「
の

一弩

‘

私

の

イ一
（メ
ロ

・
４
矢

ヽ
一
千
　ヽ
ン
た

。

月

（
Ｉ
‐．
　

．

耐

ｔ

（
ね

一２

「

て

二
一
‐‐
´
４
サ
，

私

と
　
　
晏

（

宅

い・
て

■

２

・あ

・ょ

レ

で
，大
れ
た
■
と
も
更

え
て
こ
１
１
■
，

）
だ
ん

／
＼

Ｅ
■
＾
」
く
も

し
″

ま

す

の

で

晏

ほ

ミ
配

の
（
↑
ツ
人

本

に
て

ドけ
行

十
‐
ハ一
父

へ
打

ち

■
ｒ
■

レ
・́‐、
一　
三

一́亀

一」
漏
―
十
●
よ

う

一た
た

の

な

キ
　ヽ
ｒ
一
６

父

「感

一二

十

・
つ

宙

８

，

一
デ

何

哀

久

ア
」
須

い

一
寸

見

ｔ

ｒ

ｆ

一
と

Ｌ

項

い

工

‐三

。

そ

の

時

え

二

な

「

フ

ン
お

煎

Ｔ
見

卜́
漏

え

つ

て

マ

つ

て

そ

れ

で

お

る

の
な

マ

・

半

可

へ
教
碁

υ

へ
は

み

ん

な

お

長

い
に

見

え

る

の
だ

神

薇

イト
仰

願

い
申

し
て
見

に
一お

ろ

に

兵
ど

ｔ

」
と
ｒ
む

４
ま

し
て

仰
キ

）
公
ま

な

の
で
帰

え
る

こ
こ

ｔ
ム

ネ

す

０
籠
　
ッ
て
　
一　
ｔ

卜́
「
こ

り

し
て
居

ソ
■
ｉ

ｌｒ
に
．　
■

一ヽ
ｒ
凛

1 1
ヽ ヽ

、 1.

 ヽヽ'
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 ヽ .`

逮

ヽ
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′

ヽ

0

ご
ｔ
　

ｔ

ｒ

・　
‐‐ヽヽヽ
に

仰

願

い
申

し

，

つ

の

コ

，
Ｉ

‥

■

捩

し

て
く
１

〓

三
百

本
一長

い
子

供

否

今

人

明

し
た

‐・

ｔ

ａ

ｒ一
な

，

ｆ

１́

■

一
と

公

ろ

４
ざ

一
生

難

晟

い

た

し

ま

■

　

〓ｌ

Ｉ

Ｔ
看

「
ょ

り

見

ぇ

ま

せ
ん

て

つ
″
）
清

て、
す

ド

イ

΅

一
ｆ一仏

一́
ス

明

・
一
て

も

見

た

百

４

ッ
、フ
レ

た
，

レ

て

配

く
′ほ

Ｐ
裸

■́
ら

一■
ヴ

下

，ご

い
。
と

猥

ぃ

く

れ

た

の

て

す

。　
同
・
も

・
ひ
′ヽ

在́

の
一両

猥

″
）
■

（，
両

猥

か

は
れ

上

り

■
■
し

た

の
で
憂

ぼ
神
派

公
顆

ぃ
通

り

ぉ

ょ
ダ

下

へ
ヽ
る

と

人
層

に
よ

ろ

■

お
ま

し

て

二
‐ヨ

人
津

の

父

の
計

へ
仰

礼

御

曖

久
ギ
）
８
猛

哺
ま

し

争
と

の
争

で
す

ゴ

ロ
な
ら

ず

両

人
夫

全

沢

の
お

ょ
ヴ

頂
ぎ

ま

し

た
か

私

は

七
十

ス

の
な
ブ
日

こ́
の
■

の
社

方
な

勢

ん

ど

な

い

の
に

英

い
た

ん

の
日

で
自

由

８
，週
た

べ
一
せ

て
頂

ぃ
て
選

り

ま
す

者

縁

仰
見

下

へ
ヽ
れ

て

あ

る
血

り
舌

緞

夫

手

通

に
よ

く
見

え

る

日

に
几

え

よ

し

よ

フヽ
う
ロ

ツ
カ

チ

と

も
え

っ

と

っ

ぃ

ゎ
れ
チ
」
‘、
（
／
ヨ
あ

る

こ
Ｌ

は
麦

の
な

み

／
＼

な

ら

な
一任

ミ

の

ぉ

な
バ
ン
と
ょ

ろ

（）
ん

で
居

ソ
ま

す

。　
へ（ノ
足

ぃ

ェ

し

ま

す

と

て
、
人
ズ

の
項

斗
い
で

よ

く
）食

幸

つ
時

な

ど

に
え

な

つ
口

と

手

で

押ヽ
え

て
祝

力

＆
試
一さ

ス

ま

し

て
そ

れ

が
友

々

の

こ
と

て
ず

つ

で
よ

く
渡

ぃ
た

の
‘

父

＾

邊

ふ

先

の
　
親

先

生

か

尺

一べ
会

え

の
・燃
え
生
の
百
口
茶
の
口
も
同
並
く
な

つ
て
末
ま

し
た
。

え

の
義
え
ま
の

一ヽ
と
２
蓄
ふ
し
て
項
４
と
い
ぅ
こ
と
か
、　
で

ｔ

　

▲
■

ｔ

ｔ

　

▲ヽ

）

フヽ

″一、
も
、よ

い

ノ
ヽ
、
１と
申
―
し
た
」
ヽ
一
こ̈
（Ｉ

‘^
‐ィ
ま

し

イに
Ｃ　
ヽ
」
れ

は

そ

の

内

に

両

緞

共

〆‐ヽ
が
ぃ
力

の

お

林

げ
´
（公
ェ

ア

る

（

／
）
の
麟
仏
の

功
な

る

尽

哺

恣

あ

つ
た

の

‘

す
」

私

は

四

十

二

ズ

の
く

に

塁

マ
一
ス

い

・■

し
て
今

一民

な

公

り

昼

の
熱

愛

と

蕉

傷

で
ぁ

り

ま

し

た

■
ン
Ｚ

憾

ん

で

，も

り

ま

す

。
修

だ

は

じ

め

人
本

へ
ぉ

ま

ぃ
り

し

〓́
し
た

時

に

初
、ヽ

え

生

よ

り

「

お
ゴ

ん

派

あ

ん

た

は

十

万

人

の
十

の

一

人

の

お

か
ヴ
ヒ

頂

く

承
ら

え

た

た

の

し

み

に
悔

だ

し

な

へ
一
Ｄ

」

と

の
御

さ

末

丞

頂

さ

ま

し

た

こ
と

＾

き

生

の
よ

ろ

二

み

で
ぁ

り

怠

漫

で

も

あ

り

ま

し

た

。

塁

直

生

左

不

平

不

又

愚

輌ヽ

Ｚ

申

し
ま

し

た

幸

８

「

い

た

ヽ
）
と

公

あ

り

ま

て
ん

で

し

た

ス

に

石

難

い
Ｃ

ヾ

２

持

ら

ぬ

け

停

Ｃ

は
じ

め

よ

り
神

様

の

椰
一́
）
朱

Ｚ

二

々

一卜
頂

へ
一
ス
お

委

ス
一
も

弄

公

ま

せ

て

頂

い

く
居

り

ま

し

た

。

人

滲
率一糸

後

ム

の
誇

託

８

い

た

し

ま

し

て

ふ

内

業
一
地

へ
お

よ

い
り

い

た

し
ま

し

た

ら

も

い

人

津

の
停

右

の
方

ム
ら

キ

ｄ

２

し

て

下

べ
一
れ

た
ム

ロ
イ

フ
薇

の
お

基

・ｇ
な

え

て

頂

さ

せ

名

侭

が
ま

し

く

た

よ

つヽ
御

t
き

健
　
び
　
て

一富
　
　
　
一泳
　
　
　
　
土羊
　
　
　
博

さ

る

も

の
と

は

る

い
ま

せ
ん

公

、
え

の
・晨
ぇ

十
一
の

抑
在

世

ャ

、

税ヽ
先

生

ょ
り

何

ム
の

御
，・０
象

於
あ

っ
た

と

ヽ
」
の

こ

と

欲

っヽ

、

一

礼

之
申

し
ま

し
た

こ
と

て
し
た

。
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′Ｌ
り
ヾ
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，

、
―

‐―
‐―
へ

、
　
　
　
　
・
ヽ

た

ｏ

し

ホ

し

、

何

と

も

な

い
よ

う

な

仰
様

子

で

あ

ら

れ

ま

し

た

病

気

の
立

夫

Ｚ

え

に

し

て
●

こ

と

い
う

と

ヽ
）
ろ

か

な

く

．

一
筋

に
神

へ
こ
ま

に
こ

り

任

秋

ぐ

功

つ

て

こ

ら

れ

る

御

傷

神

な
ら

の
泰

ム

●

， ち

の

仰

一尽

反

で

あ

ろ

う

ふ

と

思

ゎ

せ

て

ぃ
た

ゞ
六
ヽ
ま

し

た

ュ

一千

へ

一
昨

年

）

の

ュ

と

　

現

え

生

機

毒

資

次
会

に

仰

λ

よ

し

に

な

ら

れ

ま

ｒ
た
と

「
一
の

■

と

で
ぁ

り

ま

す

．

律

次

徴

申

上

ヴ

致

し
た

と
ス
ー

義

鬼

生

は

．

な

方

の

へ
・当

時

二
求

）

の

子

ど

も

の
様

子

と

お

寺

ね

下
さ

い
ま

し

た

。
そ

れ

ム

ら

「

子

ど

も

は

Ｔ
委

一
で

ろ

ろ

う

」
と

い
ゎ

れ

「

―
―

現

（

ら

（
人

李

ｒ

）

し

て

も

ろ

つヽ
た

の

で

あ
´
る

．　
卒
ｏ
へ

は

次

外
二
４
一り

て

あ

る

な

りヽ
人

′

ｆ

´ヽ】
て

て
首
（
り

ね

０

■

夕ヽ
ね

ヽ
―
ヽ
」

とヽ

い

っ

れ
ま

し

た

。
こ

ぃ

く

　

末

る

べ

／
‘

ヽ

こ

．
魂

鬼

生

藪

仰
ハ

対

な

さ

っ

て

ぉ

ら

れ

」

ま

し

た

，

も

り

に
　

親

先

生

饉

一
甲
に

私

ど

も

の
上

８

御

符

な
０
下
も
一
れ

く

な

ら

れ

ま

し
た

こ

と

、

ま

た

、
時

に

ふ

れ

御

叡

尋

下

へ
」
れ

致

し

た

■

と

と

冬

て

し

て

‘

仰

礼

申

上

ヴ

る

の

み

て

ぁ

り

ま

す

）

《J

檬

、,

10」

^■

_ヽヽ
.

・
，

　
　
　

Ｖ
・

ヽ

二
紀

さ

し

て

頂

だ

こ
う

と

，
ヽ
い
ま

す

。

一

暉

々

年

の

よ

　

・累

鬼

生

，Ｘ
全

沢

ｒ

仰

述

ぇ

し
て

衣

会

の

五

十

二

年

茶

８

仕

え

査

せ

て

頂

く

こ
と

に
な

り

ま

し

た

。

人

祭

の
前

日

・
拠

先

生

、
高

ス

先

生

、

そ

し

て

麓

行

の
御

七

者

の
方

公

仰

到
着

に
な

ら

れ

ま

し
た

。

御

拝

札

＆

冬

ぇ

ら

れ

、

仰
部

屋

に

入
、
ら

な

て

な
ら

、

後

の

こ

と

、

御

広

荊

で

は

．
入

茶

の
準

備

等

い
た

し

て
あ

り

ま

し
た

。

魂

先

生

は

仰
広

苅

の
人

鉢

の
と

ュ

ろ
た

末

て
ぉ

ら

れ

三

尚

段

た

生

と

可

な

と
お

話

し

ｇ

し

て
お

ら

れ

ま

し

た

。

同

じ

４

御
広

苅

で

は

二、
キ

の
Л

尽

８

じ

く

お

り

、

Ｔ
友

並

折

の
″
子

ど

も

で
少

手
少

女

会

の
集

公

こ
集̈

る

手

ら

公
表
´́
拝

し
て

一め
り

■
０
し

た

。　
そ

、
一
く
、
、

ィｉ
ュ
‐
の

月

え

嗅

比

較

的

み

マ

す

い
で
あ

，つ

つヽ

よ
ら

と

．

そ

の

４丁
伝

い
え

さ

せ

て

お

リ

ま

し
た

。
兼
一先

生

ハ
は
私

ら

の
そ

フヽ

し
た

派

手

２

ゴ

ら

ん

に
な

２

て
お

ヮヽ
れ

た

の

で

し
た

奏

　

．

仰

人

ネ

′て
、

と

い
う

′、
へ
楽

し

０
連

し

い

え

の
子

（
式

子

）
専

か
寄
ｊ

集
．
つ
て

　

販

ゃ

よ

に

、

■
察
す
に

）
す

る

の

公

．
仰

人

祭

て

あ

つ０

な
ら

Ｌ
と

ぃ
ゎ

れヽ
私

．

子

ど

も

の
議

彼

な

く

結

し

（

，

ら

れ

そ
う

な

風

で

あ

り
ま

し

た

私

は

「　
ほ

一の

」
と

十

盗

半

端

な

な

え

で

あ
兵
ノ
た

よ

フヽ

‐́ヽ
思

つヽ
れ

ま
す

。

■

日

ぼ
　

人

れ（

に

て

、
現

先

生

一ヽ斎

二

と
な

っヽ
れ

て

御

社

え

イト

さ

り

、

御

挨

我

亀

頂

へ
ヽ
百

難

●

こ

と

で
ぁ

り

ま

し
た

。

な

お

．

そ

の

項

は

、
な

一●

は

人

人

ス

で

あ

る

と

い

わ

れ

て

お

？ヽ

れ

ま

し

た

公

、

ユ

兵

は

二
百

の
と

う

も

あ

る

と

云

少

こ

と

で

あ

り

ま

レ
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ノ
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怪″
シ
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ロ

フL
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貌
Iト
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」L
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4♂
C
オ雷
!イ
1じ

び
7

▲

ヽ

ヒ

し

住:

L
L

ヽ

衣

会

長

鬼

生

か
ら

、
日

２

均

つ

て

い
た

だ

く

鬼

二

「
者

な

御
薔

労

さ
ま

で
す

。
ま

こ
と

に
ス

瞼

な

ス

の
如

く

租
鬼

生

御

漏

渕

後

　

丸

に

０

五

ア

月

径

墾

い
た

し

ま

し
た

今

日
　

私

が
特

に
應

じ

て

・お

り

ま

す

手

は

、
傷

な

さ

ん

豊

公
そ

し

く

元

気

グ

い

て
禾

ら

れ

た

と

い
う

率
ｏ
な

ん

で
す
ｔ

「

依

存

か

ら

有

合

へ

」

と

申

し
〓
‘
し
よ

フヽ
（

、
な

ん

で
も

裁

専

Ｃ

考

公

雄

り

く
ら

て

く
一澳
晨

な

け

れ

が

い
督

０

１
１

こ

ら

い
う

見

兵

公

」洛
一り

上

っ

て

さ

て

る

よ

う

な

ん

で

す

。

■

Ｘ

と

い

つヽ

の
も

一
ｒ‐、
乳

鬼

生

の
霊

神

の
御

如
護
ぞ

あ

ろ

ク

と

應

じ

て
屋

り

ま

す

。

■

に

―

仰

一餐

し

み

の

仰

た

は

難
し「凛

に
麦

ら

セ
０

わ
ず

ク
　

有

難

い
手

で

ゞ

ざ

い
ま

す

．

そ
れ
よ
う
な
日
．
難
衰
迅
家
会
へ
参
界
の
節
．
臭
嫌
よ
う

父

の

争

′と
評ヽ

し

て

可

一
鬼

．
し

式

士

歯

民

不

８

想

わ

せ

な
さ

る

へ

、
装

し

て

以

る
と

現

し

み

の

蕩

く
先

生

で

す

し

と

仰

し

や

つ

く

頂

う

ま

し

た

、

、
ほ
ん

に

そ

の

ュ

リ

で

す

友

あ

」

喬

政

「

そ

う

女

ん

で
す

。
礎

表

の

反

面

に
、

ユ
ー

モ

ア

な

看

も

あ
つ
て
埓
菰
リ
ヤ
カ
ン
／
＼
と
猾
緒
な
こ
と
２

一ゝつ
つ
て
は

（
天

わ
そ
う
と
企
意
す
に
）
べ
２
天
わ
し
て
居
ら
れ
ま

レ

た

ビ

可
　
「
る
も
こ
の
斗‘
先
生
、
何
ふ
御
應
ね
ヽ
２

１
１

」

Λ
村

「

な

は

一現
え

生

の
替

亥

に
接

す

る

期

向

公

短

ょ

つ
た

し

、

い
つ
も

椰
¢
界

で
の
先
生

し
な
鴫

い
で
い
ま

せ
ん

の
で
す

か
、
何
，
も

．
何

仏
ヒ

３
よ

＾
＼

と
暑

ね
く
下
さ

っ
て
、

（
滑
麦

の
表

々
ま
な
鬼
ま
だ
な
あ

）
―

お
ス
さ
ん

の
よ
う

復
市
父
Λ
ヽ
ん

の
よ
う
な

、
と

で
も

）べ
い
た
い
よ
う

な

、
お

懐

欲
し

い
、
お
慕

わ
し
い
疼
じ
２
受
け

ま
し
た

い

”
知

「
お

なヾ
界

の
御
取
次
ざ

も

、
晨

い
理
茨
歯

に
は
岬
し
マ
う

ず

、
穂

ａ

ぐ
お

優

し

く

、

そ

う

し

て

億

た

上

で

は

へ
義

猛

お

て

は

）

ペ

リ

ツ
と

し

た
と

こ

ろ

公

あ

り

ま

し

た

ビ

高

茨

「
え

式

は
ネ

並

だ

か
お

こ

よ

つ

た

。

そ

れ^

、

一
生

五

乞

貫

い
て

お

ら

れ

た
点

―

ま

こ
と

に
感
恣

さ

せ

ら

れ

ま

す

，

サ

オ

の

長

、
栽

掠

水

ら

、
「

曹

ｒ

典

世

の
方

針

之

立

て

る

ι

L

（
ギ

６
ル

前

夜

奈

の
後

″
‐ｌ

ρ
）

▲
瓜
式
一
な
の
参
舞
右
も
、
そ
れ
ど
ヽ
漏
ａ
く
れ
か
れ
た
の
と
見
送
つ
た
あ
と
の

警
泉
な
一
室
′‘ヽ
、
時
々
サ
ー
ツ
と
降
り
し
な
く
漁
蜘
の
音
と̈
耳
に
し
つ
つ
　
内
輪

（
か
な
会
貝
）
口
恙
の
友
教
だ
ヽ
こ
し
た
本
日
く
の
役
に
…

…
…
…
・…
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奏

ょ

ぃ
と

云

っ

く

碩

欲

れ
　

て

の
時

「
私

は

お

並

に

つ
よ

し

く

頂
ぎ

た

い

で

す

ピ

と

お
な

え

′́、
争

ツ
修

行

４

と

し
て

の

仰

足

居

公

鰺

よ

つ
た

の

て
す

公

、
男

一玖

ｒ
親

標

な

ら

．

「

れ

子

と

え

う

な

、
疹

行

な

と

し

て

行
動

せ

よ

Ｌ

と

い
う
´

意

味

の
枝

し

い

常
一奪

Ｘ

受

け

ら

れ

、
素

■

に

そ

れ

と

禾ヽ

４

ら

れ

て

、
内

外

の
掃

奈

，こ

は
、し

め

、

厠

に

は

女́

た
一Υ
石

４

対
す
る
だ
配
り
、
祈
心

、
た
行

Ｉ
と
週
晉
會
ル
ス
管

に
、

修

行

ｒ卜
打

０
下
ん
で
一考

り
れ

ま

し
た

，
式

る

時

の
手

ヽ

仮

所

掃

徐

」^
碕

′と
ム

ー．二
ｏ
３
ら
ｆ
れ

る

と
■
ろ

へ
永

今

わ
せ

た
．式

る

人

公
へ

バ^
社

（
´
傷
な

の

一ヽｏ
で
時

た
一よ

ｒ一　
レ
仏

夕́
ら

４
ん

の

で

二
お
先
・
十
一
レ
）
，ほ

知

っヽ

４ヽ

ん

の

ア
ヽ
す
　
）

一―
な
ず
ら
，
な

へ
、
い
ノ
一
〇

２
見

て
疼

だ

レ
つ

つ
「
あ
な

た
は
何
興
な
ら

見
え
ら

れ
た

ぉ

０

で

，

ａ

マ

Ｌ

と

同

い

た

そ

う

で
す
―

―

″
、
４
覆

一共
一剣

ｒ

マ

っ

て

ら
、っ

れ

た

っ

で
，
っ
一ぅ
［
ノ
キス
二

一　
修

行

ヶ
ｒ
な

り

、

と

ぃ

、，
ぉ

ぇ̈
春
∫
ぅ

′■
な

「ノ
切

つ
　
て

わヽ
（ィ
ン
ゴ
に
一手

つ
ｆ
う

■
一●

や
推

て
オ
∴
・

月
畑
．
者

時

、
百
†
壼

三
翼
え

二
、
そ
つ
孫
手
■
「子
１

〓
え
兼

ねヽ

て

「

い

秋

に

疹

行

と

は

云

え

、

れ

子

‘

・わ
ｉ

ニ

ー
つ
（
一
く

ペ

ッ

狙

ギ
・
る

」

／
一
抗

議
て

，
れ

た

シ
・晨

つ

て

一な

よ
■
，

公

・
一患

癸
の
清
こ
（
釘
謂
　
可
ミ

い
い
壌Ｌ

冷

て
て
お

‐土
・■
夕
な

さ

つ

た

行

代

冗

生

ｔ
お

偉

ら

仏

つ

た

レ
、

い

さ

へ
一
ス

の

一〇

平

不

満

し

な

く

覆

だ

２

石

免

く

一支

げ
／
　

れ

ｔ

ｒ卜
恭́

ア

て

い

な

れ

た

え

工

も

立

米

な

手

だ

つ

た

と

思

い

年
二
，

，
■
人
一次

マ

事

‐ｌ
Ｈ
」
ヽ
ヾ
一
　
　
　
　
　
ソ

ヽ

・こ

〓た

い

す
ｏ
斗，
∴
」

一望
　

「

一碑

い雪

人

の

鬼

４
二
０
な

ら

も

パ
了
フ

‘

ｉ

ｌ

ｌ
‐

」

始
貪

ぺ
「

■
一
亀

て

ほ
家

欲

Ｔ

未

・ま

イ‐
／
ま

し

た

時

な

ど

　

つヽ
の
手

、

■

の
華
「
こ

な

一Ｆ

」

「心
、ｒ
ム

一と

一一”
いノ
ら

、コ
つ

つ

、
本

当

に
お

晨

レ

ハヽ

先

年
一
マ

、

こ
お
黒

い
‐
レ
て

」
二
よ

レ
た

ん

で

す

。

そ

４

に

‐

（
暫

じ
喜

ユ

用

れ

ヘ

シ

η
ナ

争

者

て

て
歓

欣

・こ

看

え

て

」
ら

４

ろ

ン
　

ー

ヘ
イ
日

の

お

茶

に
、

考

え

■

の

二

Ｖ

の
ｉ
わ
姿

Ｚ

一一争
兄

レ
．て

一一千
几
■

公

抑
二
）ア
Ｐ
ム

で

に
な

っ
た

な

と

表

か

■

，
一
賓

（／
ょ

ぅ

ビ́

一́
そ

ぅ

で

，
１

宅

界
Ｌ

て

も

ヨ
　
）
二
・
■
　
勺
て
　
´
よ

つヽ

ａ

？

・

知

，
ず

／
‘
ヽ
久

公

こ

ご

４

■一　
　
た́
，
一
（　
ｒ

Ｌ
馬

動

に

．

一　
産

し

ゆ

ん

レ
」
な

る

）

〓

一
一

（

痣

抜

千〓

二

、
　

工

´
ム

（●

■
ヽ

た

）
本

音

に
埼

（〕
一辱

・
　

ヽ

キ
ｒ

，

，

■

〓
ゴ
ま

ッ
た

。
≒
一
石

へ

女

会

）

な
或

人

て
ｉ
４

し
　

や
つ
こ
（二
ず
で
長́
興

全
て
て
頂

い
た
五
後
え

た
す
（
示
車
フ
十う
鷲

し
下
ヽ
」
ノ^
て
季
二
つ
茶
と
お
住

え
下
（こ
い

ま

し
たに
一峙
の
メ尽

』
―
公
一こ
よ
う
尽ヽ

４
ぬ

つ
て
イ，
っ　
■
　
ヌ
の
身

て

‥

Ｔ
ヽ
■
・
こ
ヱ
長
興

さ
せ
て
頂

い
た
な

ア
‐

」
と
彼
仰

っ
て
頂

い
た

の
で
す

公
．
そ

れ
、
な
ｇ

一
本

く
、
撫

で
薦

、ノ

ｋ

つヽ

ヽ

み

だ
く
、

と

仰
―
じ

や

ろ

つ

で

一９

（

口

，た

＾
一
の

）

お

〓
Ｆ
末

だ

ＩＴ
夕
、
な

ノヽ
　
　
だ

つ

一二

（
ｉ

ノ
黒

言

う

屋

、い
と

上

の

て

二

二^

一
下

さ

つ

て

■

る

お

だ

茎

知

つ

て

一

日

公

蒸
た

Ｉ

た

・イ

・よ
　
し
　
た／．　
．ビ

三
●
三

「　
ヽ
、
■

ｇ
　
　
互

」

只^

任

茎

采

て

そ

う

に

ゴ

ゴ

い

ま

ｔ

４

公

」

,   `
tゞ
■′

ｒ

　

　

　

．で

 ヽ ‐1'

―ヽ

ヽ .

ヽ

ヽ
ヽ
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ｔ

ｔ

」

ａ
ｔ

　

亀́

t´

」

つ

ｏ
二
］

に
よ

´́ふ
し

た

り
　

■
Ｔ
工

Ｉ́
Ｉ

７
ぅ

こ■
■

て
貧

仕

が

岳

て

る

も

の

で

は
な

い
，

■
■

●

Ｊ

二

■

●
て

　

，
（
菅

神

應

の

ほ

マ

・

ユ

の
２

２

募
ニ
ニ

ヽ
た

■

二

ら
三

長

■

こ

に

フ

ミ

で

・
御

取

ス

抑

■
１

象

ラ
■

・
ｆ

ｉ
二

一

て

お

ね

ぼ

よ

い

余

の

手ヽ

ご

神

ｉ
）
〓

■

，
■
●

ン
４
ニ

ス
行

イ＼
よ

つ
に

は

な

ら

つ

て

下

さ

ろ

１

■

一
Ｌ

こ
ｒ
装

え

下

ｉ
Ｊ

Ｉ

菫

４

て
　

診
を

６

イ
ヽ
ね
ば

な

ら

る

　

一珍

行

な

幹

ゎ

で

ム

未

る

、

と

い

う

ぃ

ろ

参
一
雀

な

仰

体

験

２

お

義

し

頂

さ

ま

し

た

。
そ

れ

な

ら

又

六

十

二

年

察

の
時

．
ム

ね

て

九

土

に

は
麹

晨

い
金

物

は
姜

控

え

て

お

く

よ

う

に

御

裏

斗一ヽ

は

承

つ

て

い

た

の

で
す

↑

化

の

鬼

オ
（
む

と

同

一　
に

し

ま

し

た

ら

全

部

お

看

ａ

あ

つ

ヮ

下

へ
ヽ
つ

て

．
人

員

３

ん

で

下

さ

い

ま

し

た

‐―
　
そ

歿

で

一

０

の

な

（

　

三

ら

ぬ

我

々

の
ゞ

メ
一
ぉヽ
，ス

リ

下
さ

つ

た

と

ム

つ

て

な

ん

な

ヽ

３

び
も

つ

た
事
ヽ
で

し

た

ビ

Ц
如

■

仰

・
・

２

・皿

し

て

ヽ

・診

行

２

だ

な

ワ

て

こ

ら

れヽ

た

よ

う

で

し

た

り

「

へ
，
日

意

暑

ぃ

、
今

日

ほ
久
¨
ｎ

ｇ
、六

りヽ

れ

た

幸

公

な

い

の

で

す

。

化

の

人

公

そ

う

申

し
た

時

は

「

そ

や

ナ

」
と

だ

ワ

て
す

。　
一
生

、

痴ヽ

子

ゃ

国
一４
は

お

僕

い

に

な

ぅ

な

（

つ
た

て
す

な

ア

ミ
ミ

（
と

寒

然

た

る

面

持

ら

）

Ｌ

九

支

「
食

事

に

つ

い
て

「
鎌

い

」

と

云

わ

れ

た

季

公

な

い

の

で

す

ｏ

「

私

は

一
守

遼

應

さ

せ

て

貰

み
ま

す

Ｌ

と

一ム
●
わ

・れ

た

―

　
（
鎌

い

と

は

ム

わ

れ

ぬ

）

仝

「
私
公
こ
ち
ら

へ
参

つ
て

ム
う
率
な

つ
孝

で
し
た

か

．
式

ｔ

　

▲
■

ｔ

亀
　

‘■

る

日

ヽ
〓
れ
（

りヽ
，
■
大

し

ょ

フヽ

ィ．
シ
て

参
Ｔ
こ
・．た

工
、プ

く

、
え

ゝ

い

Ｉ
甕

か

峰

つ

て

未

ゃ
、
公

つ

た

―
　

ン
Ｔ
ス

、ｒ
に

の
か

父

の

耳

に

入

つ
た

の

で
す

ね

、
お

こ

？

一ぺ
蛹

た
る

一石

武

何

た

る

で

総

得

な

ケ́
）
茉

と

な

ず

（

―

と

い

つ

の

で

ス

地

の
人

尽

に

つ

い

て
　

諄

々

と

一
時

向

に
会

る

お

洸

教

‘

頂
摯
ス

レ
た

ん
で

す

り

■
、
ツ

イ

な

あ

と

尽

い

意

し
た

ヽ

、
ユ
一
細

な

手

で

も

仰

神

意

Ｆ

重

わ

ぬ
点

は

、
ね

く

ま

で

も

一
々

（

挨

公

と

ネ

さ
ず

）
仰

狂

恙

し

て

下

さ

つ

た

も

の

で
す

。

何

で

も

一

人

煎

β
社

ミ

ん

で

ゃ

ろ

う

と

い
う

柔

の
思

い

の

環

さ

に
は

， （
Ｒ

頸

公

下

＾

る

ば

な

り

で
す

じ

「
島

田

鬼

生

公

沌

前

で

御

修

行

）

の
率

で

し

た

。
―

式

る
　

・

日
　
祝
先
生
な
ら
「
な
ら
烏
田
へ
ヽ
ん
、
ゆ
行
と

い
う

の
は
　
一

ボ

マ

ッ
と

な

つ

て

こ

て

は

い

な

ん

の

ビ

や

」
と

〓

６

云

わ

ス
て
奥

へ
立

＼
ら

れ
た

ん
で
す

．
そ

し
て

一
時
日
程
こ

っ

て
な
ら

再
が
お
広
煎

へ
な
く
末

ら
れ

て
、
玄
賞
上
ソ
端
に

立

つ
て
　

ヽ
｝
う

仰
神
煎
ｇ
兄
て

お
ら
ｋ
る
ん

で
す

。
そ
れ

な
ら

仰
葡

身

で

脚

支

よ

重

ん

で

未

ら

れ

て

．
ぉ

メ

ａ

Ｆ

つ

い
て
い
る
毅
氏
の
一
端
公
良
っ
た
め
に
ぺ
λ
あ
奏

つ
て
い

た

―

そ

れ

８

ヘ

チ

ツ
と

前

ロ

エ

し
く

適

へ
」
れ

て

．
ス

卿

又ヽ
を

表

・い

に

行

な

れ

た

、

こ

拾

Ｉ

６
も

仰

し
や

ら

ん

の

で

す

ヽ
黒

一）
つ
教

仏

と

・ハ

い
ま

し

ょ

う

く

、
■

口

鬼

上

も

そ

ね

以

来

み

た

す

ら

だ

凛

り

つ

行
屈

く

修

行

と

だ

バ

リ

る

よ

う

資

な

ら

れ

ま

し

た

よ

ピ

ヘ



【も
主

■

（灯
馬

系

本

Ｌ

云

い
ま

し
よ

つ

よ

、
市

全

よ

つ

仰

季

ま

ほ

勿

密

　

衣

努

全

般

．

一ｘ

仰

教

・こ
キ

る

点

に
お

く

は

実

ｒ
晟

手

几

帳

画

０
こ
一通

し

て
お

ら

れ

ま

し

た

ｏ

一

日

ロ

ロ

つ

御

打

心

は

人

（

さ

れ

な

な

つ

た

ビ

奇

限

「

い

く

り
遅

く

な

つ

て

も

、

御

釘

余

は

し

っ

よ

り

丁

李

４

せ

ら

腋

た

。
―

あ

の

英

似

は

キ

ー

」

鬼

■

「
身

と

将

す

る

手

は

枝

な

ジヽ

る
、
サ

公

、

地

に
対

し

て

は

電

な

と

ユ

ろ

公

あ

る

ん

て
す

。

私

ぶ

数

努

打

の

御

用

の
都

心

で

盪

く

帰

つ

た

崎

な

そ

く

（
立

場

上

住

七

か
な

い

念

ら

朝

早

く

な

ら

た

し

て

ヤ

る

な

、
ま

り

長

よ

て

て

や

ら

る

と

仰

し

た

バ

　

可

よ

お

毛

左

―

―

」

杉

矛

「

皆

縁

つ

ら

毛

な

一
つ

／

ヽ
首

肯

ブ

く

よ

う

な

員

モ

う

‘

何

わ

せ
て

５
．
い

て

お

ツ

・
ヽ
′）
た

へ

、

本

当

４

卸

塚

功

４扶
漫

済

な

る

ヽ

親

鎌

で

ｒ

ｌ

ゴ

ー

一
に

「

一毎

の
熊

嗜

こ

ん

な

る

●

私

に

と

っ

て

，

魂

鬼

ム

公

ｆ
一豫

、
現

え

■

か

有

難

い

、

仰

本

派
”
へ

一〓
よ

つヽ
´
久
ク
ら

ん

泰
　
‐―
―
　
と

´^

フヽ

，つ
一レ

ぐ

坤

こ́
一仲

へ
二
ま
，
｝
一ス
ヘ
一
坊

つ
　
′ヽ
、
よ
つ

つヽ

社

る

ん

′
、
す

の

よ

Ｌ

ａ

「

喬

茨

の
先

生
　

ど

う

そ

ヽ
―

　

」

■
　
，
一
一　
ド
ヽ
け
一
ｆ
一
枚

．

つ́

´

■

甘

二
‐
十
‥
一
一月

」́し
こ

（メ、
ｒｒ
■

，一

Ｆ́
つ

０

滸

キ
ｒ
こ

お

一猥

プ
・∫
　
）
まヽ

し
イム

．

）コ
苺

は

■
二

つ

功

一付

こ

貫
う

の
な

す

マ
蕉

（

レ
い
人
態

で
隷

行

は
困
難

オ
・縁
一
の
て

，

意

し

た

贅

仰

）́二

方

″
一
郵

足

一方

下

さ

つ

て

英

に

一し

な
た

お

ム
ヘ　
レ
て

一嗅

え
一
人ヽ

′ｔ
一管
一
な

公

うヽ

に

イヘ

Ｌ

に

き
さ
ん

で

く

れ

た
ユ
寸

と
モ

リ
ま

ｒ
ｆ

Ｉ
く
の
埼

（″
仰
数

韓

の
容

で
印
象

環

ｌ
ネ

つ
つ

た
つ

魚
〓て
れ

し

ら
お

ん

で

―
―

烏

和

じ
公
長

い
一千

え

ご

ソ

）
ら

升
兵
ノ
，

て

や

つ

ン
一
な

烏

２

刺

つ

と
雲
本
に
魏

，こ

つ

サ

ら

ン

て

流

て

りヽ
ヾ

夕

／
ヽ

革
（
掻

く

鳥

は

ほ

易

に
摘

えヽ

る

キ

一

く

さ

ら
１

■

■

な

・馬

彗

ド
タ

／
ヽ

せ
ず

凝

っ

と

し

く

，
１
●

一

つヽ
誓

あ
１
●
二十
亀

ｉ

て

、．
・４
・
■

″．
■

１
１
■

フ́

ミ

ヽ

４

コ″

フヽ
＾
ヽ

ノ^
て

逐

‘

助

な

ノ^　
で
１
行

／
、
΅
　
／
一　
一
（ヽ／
琴
で
「^

で

、

凄
）

あ
る
ｒ
，
‐．
ｒ
て

ヽ
え

●
て
‘
錫
ら■

公
前

投
る

．
落

っ
い

′、
　
〓千
ｘ一■
４
ヽ́
ｊ
↑　
　
Ｔ
■
一
■
の
お

ほ
（
ら
い
と
こ
ブ
衡
ン

崎
量

二́
‐
´
１
二
十

■
瞑
孝

ｔ
る
と
い
八ノ
仰
教
え
一ど
詭

」
て
頂

J

い
　

Ｊ

■
Ｉ
●
弄
，
ス

え

て

イは

い

な

ん

）

と

｝ム

つ
１
■

・Ｉ
ヽ
　
・‐
・　
′一一　
。
」

な
ス
「
Ｚ
は
半
卑
画
疹
■
ｒ
”■
ぅ
て
頂

〓
，
ヽ
て
，
Ａ
バ
　
、こ
フ

も

恣

ｉ́

北

公

な

ヽ
て

ニ

ョ

も

一一不
医

レ
一■

ン
た

。

■

兵

■

の

質
一有
お
グ
」
頂

い
た
ｏ
‘〓
，
一
、
果
Ｆ
，
フ
て
足
‘
Ｉ
ヽ
Ｐ
こ
し

て
ム。
　
一札
（ュ
■
つ
寺
２
「
う
な

り́
■
嘔
■
ふ
メ
‐
　
／一
云
つ

て

，

つ
て

下

さ

い

ま

し

た

，

霧

え

三

七

（
ク

一一こ
　

二
）
前

ｄ

晏
曼
し
い
や
じ

こ
昼
マ
岬

レ
や
つ
て
下
さ
る

｛
イニ
つ
。
」

（
べ
「
卸
日
７

て
も
■
呑
■
人
切
に
ヽ
一
４
よ

Ｉ
ｔ

「
仰
引
之

二
牟
工

■

に

キ
ー
［●
ね

ラ●

ノ^

で

す

ネ

、

一
一了
す

ネ
ヽ
ん

（ノ
身

の

事
・
で

も
　
我

身́
の
奏

生

と
同
じ
え
将

ら
冬
―

孝

（一
ま

な
に
可
へ
・

一求
つ
て

お
一駅
ズ

し
て
お
ら

４
三

し
た
。」

一́■
　

一‐
杉

野
た

十
一
　
仰
ェヱ
市

な
っ
よ
く
二
そ
■
■
痛

下
さ

―‐
ｉ

‐
毅

■
Ｊ‐ヽ

げ

S

蓼

J`レ

一
ヽ

ヽ

■
ザ一κ

・
　
て

三
（
■

て

い

_l tL_



`ヽ

仁

t

・

　

　

　

こ

‘
ｔ

　

ｔ

さ

ま

し

た

。

案

家

は

者

、
ょ

く

ゎ

ａ

・ぅ

よ

フヽ

」́
一二

”
下

さ

つ

て

石

難

い

と
貞
マ
ん

だ

李

で

し
・
●
´

裔

浜

「

ふ

こ

然

もヽ

さ

で

し

た

Ｌ

Λ
ま
「
長
男

（
一
冷
さ

ん
）
，
二

杏
可
一ミ
食
つ
て
　
教
会

の
後

０

と

し

て

一喝
空

ン
て

，ｆ

Ｆ

４

た

ら

‥

Ｉ

妙

な

し

の

で

、

こ

う
´
子

が

小ヽ
鳥

公

好

へ
、
　

■
〈
　
　
狛

変

号

ら
ヽ
―
・
（
ス

衣

よ

フ

照

る

ヽ

（

（

（

へ

／

ヽ

Ｌ

■
二
■
茶
在
寸
愛
な
つ
た

っ
―
´́
い
、
お
茶
末

一
つ
て
も
孫
さ
ん

′卜
と

お

苺

″っ
い布
「
ノ

卜́
●

り
´
ま
　
し
″ｒ

ふ
う

ね

」

先

生

■

何

幸

に
も

一共

だ

込

つヽ
て

と

」
う

孝

泰
　

′し

フヽ
「
一督

』
社

と

な

つ

て

し

い
ら

れ

た

ら

し
い

¨
式

時

、
熊

波

の
現

先

生

Ｆ
ス

木

し

い

の
，ど

召

主

っ

て

頂

く

の
だ

と

い
う

の

で

、
経
ス

一Ｚ
調

ぎ

て

持

参

さ

れ
ま

し
た

会
御

玄

菌

２
立

へ

る

時

な

ら

早

し

ラ
賂

じ
う

て

た
ま

ヽ，
ん

よ

う

な

ニ

ヨ

／
くヽ

顔
グ

さ

れ

て

、

椒

Ｃヽ

マ
お

曰

ハ

念

け

る

段

に

な

る

Ｌ

、
般

の
生

立

う

ａ
ら

塊

さ

方

・
タ

レ

つ

奥

訳

と

い
う

民

に
キ

ユ
よ

ホ

に
技

な

さ

れ

る

ん

て
す

。

こ

異

と

い
う

な

兵

清

と

い
う

の

な

．

（

２

は
お

粗
末

な

も

の

で

―
↓

ヒ

ム

（
お

口

に
さ

い
ま

す

ま

い

公

ヽ
ミ
）
と

み

え

に
角

せ

貧

並

藪

と

は

菫

う

の
で
す

ピ

ヽ

　

「

面

會

い
孝

も
あ

り

ま

し

た

。

使

前

等

な

ら

長

六

期

眼

の

定

め

ら

れ

た

書

類

か

ネ

る

と

お

気

に
恣

す

て

、

も

う

な

表

た

ノ
ヽ

とヽ
読
求

さ
れ
る

・ん
で
す

。
早

日

ｒ
去
末

た
時
な
ど

旱
い
と

こ
提
へ
し
よ
う
と
す

る
と

、
ま

あ
待
て
と
云
わ
れ

ｔ

　

‘ｔ

Ｌ
ｔ

ｔ

　

ｉ■

０ヽ
　

結
局

布
民

の
期

瑕

つ
・者

百

４
雰

二

て
な
こ

る

ん
で
す

期

骰

以

ネ利

で

も

゛

↑

夕

と

い
う

わ

す

な

つ

て

す

ご

（

一
日

峡

天

）

詞
衆
ス
人
「

孫

於

な

六

て

ム

マヽ

人

分

表

ら

は

り

ま

し

た

　

よ

う

亀

ぃ

て

仰

挨

派

の

態

で

し

た

。

お

自

し、

の
１
人

公

私

に

・ム
や

ほ

り

ま

フ

る

ん

　

何

時

も

奥

喬

百

な

先

生

で

天

茨

な

ん

な

え

た

事

お

へ
ん

な

、
並

唄

は

え

る

フヽ
　

エ

コ

マ

カ

に

お

天

』

々

し

て

Ｉ

Ｅ

六

ェ

■

孫

（

寝

て

仏

ら

ｒ

も

見

に
末

う

れ

て

ぇ

た

だ

け

で

看

ま

や

す

に
ポ

ン

ノ
ゝ

と

布

団

の

四

百

き

Ｔ

い

て

押

へ
一
え

て

そ

れ

な

ら

え

で

曼ヽ

た

と

い
う

よ

う

な

画

そ

う

で

立

六

ら

れ

る

ん

で
す

ｒ

川

畑

■

人

一節

と

い

ふ

も

の

は

．
６

と

云

つ

て

も

、

千

寄
ら

て

（

ら

の

も

の

や

て

工

Ｊ

止
子

に

よ

う

云

フヽ

と

い

て

１

と

仰

し

や

っ

て

下

さ

い

ま

し

た

Ｆ

ロ
ス
人
〈
一‐
碁

の

（
漏

通

の

）

時

は

、

後

つ
手

は

何

一

つ

一ぺ
わ

れ

ま

せ

な

ん

だ

公

、
妄

と

し

て

は

そ

れ

（

た
咸

り

で

ノ
、

（
志

痛

な
一石

聰

き

そ

の

繭

綺

に
み

ゞ

く

―
―

ソ

ツ

と

瑕

頭

Ｘ

押

え

る

婦

人

）
」

へ
一
　

■

父

の

（
漏

墾

前

）
崎

は

、
オ
等

・（
い
咸

さ

れ

ま

し

た

。

七
十

平

然

の
事

も

「

わ

し

か

一実

に

な

っ

て
な

る

、

兄

ん

で

も

た

風

な

い

」

と

。
九

κ

角

議

で

も

最

期

の

時

に
な

み

ん

な

ム

い
、或

さ

ん

な

ら

ん

も

ん

や

と

思

い
ま

し

た

。
あ

と

ヘ

-20-

１

ヨ
ョ
■
ヨ
ヨ
ー
Ｊ

ヨ
ヨ

ー
ー

‐
日
■
■
１
ョ
ー
■
■
ョ

ヨ
■
１
ヨ
ー
ー
ー
日
■
ヨ
ロ
燿
目
■
ロ

ヨ



ヽ

遺

る

者

の

力И

く

な

つ

て

み

ま

す

と

な

ら

し

高

茨

■

晨

月

の

時

に

蝠

ん

で

、

そ

れ

公

云

え

る

と

い

う

こ

こ

ろ

に
、
平
素

の
妄

ド
立
令
　
鬼

烙
公
ろ

つ
た
と

口、
ゎ
れ
ま
す

な

ア

」

鬼

生

「

本

お

会

長

ｒ
対

し

て

．

松

ま

会

の
キ

と

な

ｒ

尽

，

て

、

笠

彼

の

季

と

一　
人

／
‘＼
　
に

つ

い

て
申
人
Ｉ
れ
，ま

し

た

っ

（

夫

し

て

価
‐
だ

尾

下

ヽ
一
い

ま

う

な

）

とヽ

い

フヽ
、
一（コ
女
へ
、
ノ
ヽ
の
二
叩

近

芋

ヒ

同

一収

ら

れ

て

、

ス

ツ

カ

リ

姜

だ

さ

れ

た

項

つ
さ

ｒ

な

ら

れ

ま

し

た

ピ

九

■

■

御

神

末

奉

住

」

ｒ

ア

御

人

癸

つ

煎

に
は

、

い

つ

も

一

人

で

二
牟
仕

て

りヽ
れ

る

の

で
、す

。　
最

螢̈
、
こ

ン
、
れ

を
し
タ́

バ
一
つ

た

時

■
≧

し

へ
一
の

手

″ド
疲

れ

た
，
Ｉ
は

」

レ
」
フ

ト

ダ
一
ら
´
さ

れ

ま

し

た

奏

、

れ
ス
々

痴

え

公

董

フヽ
な

ら

ｋ

て

、

仰

口

替

え

の

■

前

ｆ

二

日

の

向

の
幸

Ｏ́

し

た

＾

―

スヽ

末

で

お

■

回

の

上

で

字

と

こ

う

や

つ

て

頻
夕

ｒ∵
勁

私

も
一
・れ

る

ん

で

す

。

は

じ

め

ば

何

の

李

な

よ

く

わ

な

ヽ
っ
な

れ

つ

た

ん

ス
■
９
公

、　
一夕
ｄ

系

十

て

も

だ

は

御

月

に

口

い

て

‐ヽ、

て

麦

シ

ツ

ソ

の

種

て

も

、

御

神

木

一本
，
ま

の

猾
ス
タ

だ

つ

た

と

ハ

ツ

■
、
り

り

小

り

■
■
し
た

恣

れ

入

つ

た

手

て

し

た

ピ

（

一
左

藤
ヽ
に
打

た

れ

Ｆ

一服

然

と

な

る

）

一一■
バ
ス
ヘ
一‐

ス
あ

一一
ヽ

つ

確
な
向
十
憲
、
病ヽ
末

の
十

争
う
て、
も
、
「
祈
へ
蕊

氏

ソ
二

一
ξ

う
ヽ
る

（

よ

う

に
一見

え

る

）

の

公

一́チ

ｋ

な

つ

て

な

ら

な

ん

だ

ん

で

す

。
そ

れ

て

も

参

昇

し

た

信

若

さ

ん

（

仰

一
）
界

ヘ

エ

ず

か

れ

る

と

　

前

も

つ

て

パ

ツ
と

日

と

眼

ま

べ
■
れ

る

ん

で

す

。　
そ

り

や

、
え

っヽ

い

マも
ん

で
、す

よ

。
私

も
　
・

並

唄

、
終

日

お

分
）
界

に
左

ら

せ

て

頂

く

ん

で

す

終

、

ま

公

は
軍

は

，十

い

―

夜

鯨

遅

い

、

各
（
呵

、
人

ス
ｏ
議

向

に
な

る

Ｌ

ス
ー
ツ
′一引
い
一
（く
れ
る
よ
う
に
譲
一紛
一ε
芸

わ
れ
ま

す
。
不

Ｆ

祝

´
力

て

す

ね

、

あ

ス

は

、

、人

は

そ

う

い
う

肉

体

一

物́
点

４
打

ら

え

つ
て

ゆ

く
冶

神

的

ξ

さ

（
兵

ス

、

三

， ス

）
公

ろ

つ
二

一
と

い
う

寺

テ
ヽ
　
政

め

て

「
＾
識

〈
ヽ
せ

て
一尺

い
ま

し

た

し

■

，

■

え

た

だ

，
で

え

や

角

比

列

”

な

一員

苺

ら

女
」
薫

ず

（
´

せ―
ゴ
一
ん
■
っ
ち
や、な
あ
と
應
し
ま
し
た
よル
」
　
　
　
　
年・

董
〓
貴

一
覧

狡

つ

奪
（
■

よ

つ
お

え́

舜

＆

頂

い

た

時

　

お

岳

ス
こ
賃

ノ
　

．

こ
一

つ

ニ́
ー
？
？
れ
ま
し
た
企

　ヽ
わ
な
つ
て
二Υ
つ
晨
る

つ

・４
　
‐
，

級

一́
っ^

一　
不

当

の

て

‐́
霜
一
え

±

４

しょ

うっ

し
　
く

Ｌ

と

一二
ヽ
こＦ
ゴ
ネ

」
た
ピ
（
一
同
頸
裏
れ
る
朋
■
り
瑕
瑣
熱
く

＾
ヽ

・乙
・　
）

■

　

・，
色

″、
と
ス

つ

て

技

先

■

の

す

こ
篤

１

足

ひ

＾

茶

く

、

そ

´
て
仁

ドバ

上
御
■
つ
テ

塚
与
ξ

■

一
以
貫
ぐ
」
兵

夕
と

，

・ウ
　
　
　
　
‐
´

一ス
一
Ｉ
　

′
ｆ
ず

つ

粛

べ
る

）乙
一
私

っ

て

夕
、
フ

さ
ご
ま

し
て

、

〈
〓
ス

ｒ
　

煮

，
一
二

し

晨

な

下

（

る

相
、́

」̈
か

荻

す

の

で

ゴ

ざ

い

ま

す

コ

，ｆ
名

，二

〓

八
二
〓
ま

せ

ん

ヽ

Ｉ

夜

も

一ス

リ

ま

し

て

お

荻

イ

〓́　
）
あ

ソ

よ

‐′
よ

フ

。　
ヽ
一
の

ユ

″ヾ

散

公

へ
ヽ
せ

て

頂

〓

ま

ウ
・　
　
　
　
ヽ
１，
Ｗヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

　

ず
　
　
　
「
イ
ヽ
ヽ

・
ヽ
ヽ
、
　

　

　

　

，ヽ
ヽ
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

ヽ

　
　
、

　
　

　

　

，　

、

■

，イ
／サ

ン
と

し

て

瑶

ヤ

ほ

（／
ユ
　
レ
イに
ビ

ニｔ
ｒ
一
「‐　
一ル
一
は

ず
・　
′^―
イ一
″
一利

の

ヽ
一
こヽ

で
・■

公

．
・、（一
‥・ャ↑
一介
で

一将

マ
ニ
う́

ψ

ｒ」
川ヽ

Ｊヽ
　
　
　
　
　
，

、

―

卜

ヽ

　

　

　

　

　

‐

ヽ
、
‐

、

ヽ

い

｀ ｀,'

Ｆ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｉ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｆ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

|||



一
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

）

Ｌ

亀
　
　
　
　
′ｔ
　
ｔ́

ｔ́
よ
う
．１

と
う

も
石
孝

フ
ゴ

ざ

●
〓

Ｊ
に
．

研
会ヽ

■

響
一
繰

．
よ

く

ヽ
一
ン
ヽ
御
参

象

下

さ

ぃ
ま

し

た

。
汝

魂

先

生

産

侭

ぶ

会

な

死

硬

二

日

菫

わ

ら

れ
ま

し
イ、
　

色

々

と
き

袴

な
お

彰

之

来

り

（
私

は

私
な

り

に

）
経

め

て

み
一ま
す

の

ｒ

教

先

生

は

兵

に
埼

が
な

く

思

い
遺

レ

公

深

く
　

親

功

な

バ

公

満

ち

／

ヽ

し
な

優

し

く

漫

（
く

和

下

欲̈
‘

吝

人

が
お

慕

い
申
工
げ
る
お
人
鷲

、
そ

つふ

ど
云
う
と
反
口
に
は
秋
菊

の
如
く
、
烈
口
の
枷ヽ
く
　
な

し
く
口
じ
ス
帳
涵
へ
Ｉ

久
選

さ

な

あ

つ

て

、

こ

の

工

つ
か

う

よ

く

調

和

し

て

い

て

．

一

，
）́
　́
行

な

な

部

に
当
´
る

っ

そ

ヽ
）
で

貧ヽ

絞

宮

在

に
人

が

助

ヴ

ら

れ
　

一ヽ（月

く

ら

れ

て

ゆ

く

―
―

ヽ
一
の
点
′
と́

私

、は
敬

般

も

し

一工
（
似

さ

せ

て

頂

へ
一
た

い
と

思

フヽ

の

で

ヾ
）
ギ
ヽ
い
ま

す

。
未
一
わ月
、

人

向

の
な

．
清

．
な

の
賞

へ
ヽ
は

、
儘

し
ら

く
　

調

子

と

外

し
て
失
敗
し
ら

い
も
の
で
あ

り
ま
す
か
、
礼
え
主

ｒ
裕
水

・

＾
＾

ｔ

ら

れ

て

は

・
そ

れ

泰

喬

よ

る
幸

な

λ
一
「

満

な

煉

人
お

な

の

で
す

公

、
ど

ぅ

し

て

そ

う

い
う

几

‘

お
咸

９

に
な

つ
た

も

の

ふ

へ
多

年

の

仰

移

行

に
よ

る

手

で
も

あ

り

ま

し

よ

う

公
）
に

一ヽ
の
奥
こ
ど

っヽ
仏
わ
Λ

つヽ
せ
て
頂
ヽ
一
た

い
と
思
い

ま
す

，
今

回
の
会
は
．
研
究
的
に
レ
一申

レ
て
は
そ
・哭
べ
あ

り
ま
し
よヽ
う
熱

、
そ
の
自
つ
て
来
る
と

ヽヽ
ろ
な
お
教
え
頂

け
れ
び
石
難

い
■
と
と
存
び
ま
す

じ
ご
ら
そ
立
永
お
願
ぃ
　
・
（
こ

致
し
ま
す

ビ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”」

高
茨
「
可
会
さ
ん
の
申
へ
一
れ
る
よ
う

に
　
入フ
は
Ｔ
載
に
倫
よ
リ

湿
ざ
る
傾
向
な
あ
り
ま
す
ｏ
教
相
一巖
は
神
徳
学
褥
が
人
勿

と
仰
せ
ら
れ
ま

し
た
よ
う

に
■
言
」
Ａ
僑
し
て
い
ま
す
と

ま

さ
仏

の
時

に
ご

り
つ
（
ヽ
ま
す

。
「
バ
右

え

」
―

（
奪
ハ

身

の
穂

）
公
一妥
，
ま

す
。
そ
歿
公
さ
あ

―
と

い
つ
埓

ｒ
価

値
度
見
わ
し
て
参
り
ま
す

。

た
刻
ス
つ
て
疼
だ
し
た
の
で
す

が
、
月
の
焦
△
真
も

うヽ

ん
の
仰
口
香
え

の
御
様
子
で
す

か
ヽ
え
期
２
蒙

つ
て
孔
れ

ず
潜
よ
、ず
お
せ
難
に
な
つ
た
方
々
二
一
人
も
漏
ら
さ
か
御

な
２
迷
べ
ら

れ
、
療
友
冬
く

１■
別
れ
名
む
ヴ

・
基
、
弟
諫

修
右
へ
ヽ
ん
豊
ｒ
感
謝
し
何
等
の
不
ま
も
勤
払
も
な
く
、
入

■
■

■
■

■

■
■
■
■
■

ｔ

（―
丈

看
・（
を

　

一

第

二

先
代
親
先
生

を
健

び
て

賃
ヽ
（６
・
６
印
ろ
仝
口

人
会
参
昇
の
翌
日

、
ね
会
す
る

も
の
十

二
ろ

菫
“ん
の
人
杢

二
曹
小
Ａ
去
禾
し
　
一翠
毎
ｔ

猥
に
ス
で
八
二
〓

期
上
２
表
る
ム

一否
几
ズ
さ
入
る
莉
舘
二
告
に
合
て
肉
（
ね
た
。

人
基

）

ｔ

ｔ

　

ｒ
ヽ

ロ

ｔ

　

‘

ヽ



ま
た

の
複

に
ぉヽ
（
ヴ
ｇ
３

が
っ
っ
、
迦

私
れ
た

―

ヱ
ｒ

大
往
生
て
す
。
事

の
安
面

し
な
ス
得
な

い
幾

い
化
祥
＆
す

る
も

の
は
、
よ

つヽ
お
か
、ヴ
Ｘ
頂
ょ
な́
な
つ
た
な
一こ
と
云
、ヽ
フ

ネ
も
邦
れ
ま
せ
ん
か
尋
ネ
牧
語
泳
０
中
に
死
ん
で
お

ひ
ヴ

の

一ヽ
‐と
，も
あ
り

、
い
の
う
名
勁
ヮ
て
吉〈
っ
て
（ゎ
な
ぼ
ン
の

一ヽ

Ｌ
も
あ
る
」
と
ぁ
り
ま
す
エ
リ

ｒ
、
英
冷
さ
ん
底
内
容
は

死
な

れ
て
も
、
精
神
は
イ貫
一
功
つ
て
な

拳
れ́
た
の
で
す

。

そ
ね
こ
■
す

り
＾
豪
病
人
年
■
の
猜
神
診
行

の
ェ

ｒ
　

おヽ

ホ
げ

だ
看

え
２
頂
ふ
れ
た
の
だ
と
思

い
ま
す

ピ

松
ス
人
人
「

つ́

フヽ
選

こ

の

一工
）烈

ユよ

く
ヽ
人

一几

え

て

人

へ
Ｉ
な
一ア

で

者

へ
ヽ
ん

二
お
刹
れ
・こ
号
げ
家
う
何
や
な
お
誌
・と
し
て
人
さ
ま
と
天

わ
て
て
お
り
よ

し
て

ヽ
渫
告
り
表

れ
て
Ｉ
木
み
す
る
の
だ

す
と

思
つ
た
　
―
―　
ム
ン
´
・寸

つ
秩
，
い
．

一　
っ
フ
ー，
ソ
レ」
人

ス
・
く
音
波
と
し
た
と
思

っ
た
、っ
、
そ
れ
か
最
後
で
し
た
。

一悶
え
る
の
も
し
な
の
と

ぃ
ぅ
ュ
ヒ
は
挙
一か恣
な
な
っ
た
ん
で

す
。
ま
る
で
う
そ
の
よ
う
な
柔

な
お
三
反
ジ
タ
｝
頂
い
て
」

人
来

「
本

手
二
月
Ｆ
ネ
方

へ
頂

い
た
賃
人

に

″
な
え
も
せ
ず

．
生

【
ヽ
る
ほ
私
な
４
　
入
年
Ｇ
に
寺
現
と

人
く
書
物

と́
吊
る

ク
と
あ
ツ
ま

し
た
が
、
点

味
も
不
莉
も

な
い
「
全

く
神

の
仰
濠
ろ

咸
ね

ム
腋
て
い
る

」
ミ
ぇ

に
こ

つ

れ

た

の

で

こ

‐・■
う

ね

」

全

た

荻

―

元

４

６

′‐‥´
て

七

云

ぅ

べ

さ

季

は

―

二
え

こ

石

か

ぐ
―
ム

・は
パこ　
レ
て
言
↑
つ
の

公
―
採
神

木

Ｘ^
，

っ
十

へ

高

象

「

だ

蒲

え

」

は

一
朝

一
メ

て

ま

へ

太

ま

せ
ん

，
裏

努

矢

育

だ

り

で

も

相
「当

の

年

月

か

ヘ

ホ

る

も

の

で

す

、

、

だ

猜

ぇ

は

長

い
え
＾
月

の

不

野

の

希

ェ

ム

ぅ

■

れ

て

く

る

も

の

で

す

そ

歿

ま

欠

蛹

と

し

て

は

御

↓

界

季

社

の

洛

勁

（

ら

、
宿

右

と

し

て

は

日

か

の

一劾

行

な

ら

、

い

つ

と

は

な

し

に

身

に

頭

く

も

の

で

す

。

こ

つ

て

く

る

と

そ

フヽ
な

る

」

０
口
派

「

友

先

生

１

御

‘

界

季

社

洛

勤

２

四

十

余

手

祠

一
■

の

怠

り

し

な

く
貧

さ

徹

へ
ヽ
れ

た

、

そ

こ

（

ら

な
構

た

―
―

神

鑢

２

頂

ａ

れ

た

も

の

で

す

。

致

主

金

ぇ

薇

の
あ

の

御

ケ）
界

仰

季

・

　

御

６

勤

８

弄

‐／
ま

す

と

ら
ヽ

理

広

え

て

え

ヽ

〒
　

一

薇

‘

喬

オ
）
ず

神

な

（ビ

リ

な

る

生

命

の

頭

現

と

も

お

う

よ

、

一

只^

い
■

嬌
い
の

本

原

は

こ

れ

だ

―

と

感

ぞ

ず

に

は

こ

ら

れ

オ
一

せ

ノ
”

‘

立

は

エ

ス
）
に
在

り

で
す

．
お

互

い

の

日

々

ｒ

社

え

さ

せ
　
・

て

い

る

仰

↑

界

季

仕

烙

勤

の

十

に
黒

役

の
整

孝

ぶ

あ

る

わ

サ

夜

ん

で

す

。

ぇ

も

「

形

」

の

上

だ

け

て

は

な

り

ま

せ
ん

（

仰

象

次

の

御

看

神

４
神

習

ゎ
せ

て

頂

ぃ

て
　

き

ま

ず

愧

ま

す

保

返

レ

／
＼

烙

シ

し

て

お

れ

ご

ヽ

ず

並

は

因

け

る

の

て
す
ノ
。

毛

汽

＾

な

手

の
で

、

「
口
日

に
進

烙

名

扶

ベ

ヒ

）べ
わ

れ

て

「

私

ほ

お

立

に

籍

（

て

て

頂

う

た

い

Ｌ
と

申

へ
・
れ

た

、
そ

＼
れ
て

―
も

み

込
ん
だ

―
す
ぐ

口
２

つ
も

つ
て

二
芥
禽

た

ヽ

ぬ

ａ

ｒ

ｌ

げ

‘

Ｓ

・
　

，

ヽ
１ヽ‐
ヽ
、
　
　
，Ｌ

Ｊ
　
　
　
Ｖヽ
　
一Ｊ

Ｊ

Ｊ
　
“ヾ

Ψ

Ｆ

■
１

‐



ｋ

佐

・・
　

　

　

　

ヽ

ｉ
ｔ

　

　

ｔ

？
お
た
構
え
は
　

初
ぺ

泰
■■
ュ
く
つ
ｆ́
´
て
ａ
７ヽ
　
一
ミ

に

御

鼠

べ

ざ

仰

用

ｒ

「

う

二ヽ

貞

Ｉ

‥
――

夕

一　

―

そ

こ

秋

ら

何

と

な

く

授
∵
秋

つ

て

お

為
Ｉ
ヤｒ
こ

（一
オ
ヽ
／
１
恙

（」́
ま

す
´
Ｃ
　
に

フヽ

い

つヽ

親

つ

徳

，
三
貝

〓ヽ
て

一二Ｆ
，
′
二
年
二

二^
‘
言

２

つ
■
ギ
す

ネ

年

今
´
洛

ウ

二́
「

う

看
・
■
く

〓

於

ろ

，つ

飛

竃

．
■

満

晨
人

恣

ｒ
三

二

全

ｒ

ｆ

・Ｉ
二

ｔ
し

よ

フヽ

ー

ｆ

つ

も

一え
永

く

三
代

主

〓́家
‘

莉

二

的

κ

っ

今

ね

ぼ

え

う

で

さ

ん

で
す

ね

。

①

ユ

レ

ミ
一実

け

・

の^
工

し
く

そヽ

つ

て

、

③

工
し

く

伝

え

る

‐―
　
ヽ
）

の
項

春

、

役

治

な

人

切

で

す

。

そ
う

と

知

っ

て
彙

り

る

の

」

知

つヽ
ず

に
善
ス
け

る

の
と

は

人
安
、
Ｆ
逍

い
ま

す

ｏ
公

，員

Ｌ

し
て
は
「
自
党

し
て
支
す
る
手

し
ヽ
人
事

で
す
。

曇千
矛
■
ｆ́
範
専
菫
と
い
う
芋

の
意
長

は
一水
知
し
て
い
る
猥
り

で

す
７
れ
ど

、
え
え
■
２
頂
く
上
に
さ

て
．
ど
う
し
て
も
議

い

て

ゆ

ヴ

為

ヽ

と

ス
ら

へ

二

又

ヮ

功
れ

な

、
と

云

う

な

く

得

の
よ

末

な

い
季

公
あ

る

の

で
す

。
な人
は

な
一方

で

材

代

の

八

年

恭

Ｘ

む

な

に

つ

い

て

親

鬼

生

に

御
斎

主

んこ
と

、

御

Ｃ

界

で

御

願

い

致

し

た

拳

公

あ

り

ま

し

た

。

そ

の
時

竜

外

氏

も

（
―、０
身

体

の
お

加
ぃお【
奏

ぉ

一走

ぃ
ょ

、っ
０

も

な

な

つ

た

の

に

）
お

鬼

生

名

澄

る

と

仰

し

ヽ

る

ん

で
す

。

へ
ヽ
あ

お

だ
持

ら

会

わ

欲

ら

ん

、

し
ふ

も

で
す

ね

、
そ

の
翌

々

口

に
豫

一塚

衣

公

へ
は

御

自

身

お

進

し

に
な

つ

た

と

同

い
た

ん

で
す

。

何

枚

、
篠

凍

へ

は

行

な

れ

て
一早
牟

へ
４
ス

て

下

さ

ら

な

の

（

７

，
親

な

こ
恭

み

、
衣

え

ば

こ

そ

ス

人

切

４

式

年

ハ

ゆ

ｔ

ｔ
　
　
ｔ
■

え

Ｆ

わ
ざ

／
＼

お

長

だヽ

ろ

Ｔ

ノ
た

つ

で

，

つ

く

―

島

茨

「

私

は
　

争

に
当

つ
て

尋

を

三

二

て
　

一支

１

〓

三

一「
べ
て

ゆ

く

の

（

、
道

分

と

し

て

の
愕

、ヽ

つ

全́

１

ュ
一二
ケ一，

ァ

ニ
む

よ

く

お

り

ま

す

。

例

た

ば

な

の

場

合

て

も

義

一ス
貫

彙

て
ら

り

ま

す

だ

り

に

埓

に
「
曼

取

っ
て

、
勤

く

我

奏

ｔ

の

委

）

２

調

ベ

ノ
ヽ

し

て

、

表

と

見

つ
り

繊

２

去

る

李

ｒ
努

め

る

よ

う

に

し

て

お

り

ま

す

。

そ

れ

へ

りヽ

、
貌

先

生

は
印

う

生

神

様

・
全

え

な

御

キ

ペ

と

し

く

舜

ん

で

つ

く

幸

、

肝

だ

で

す

公

、　
そ

の

又

面

、

人

向

と

し

て
見

て

ゅ

く
李

七

ゝ
要

な

の

グ

衣

狡

い
で

し

ょ

ぅ

な

。
矛

方

す

る

よ

う

に

同

え

る

本

も

知

れ

ま

せ
ん

公

、
内

体

人

向

で
ぁ

る

な
ら

に
は

年
ヽ

マ

史

京

不

使

京

や

そ

の

に

い
う

／
＼

の

場

さ

そ

の

立

場

に
な

つ

て

み

て

を

え

さ

せ

て

頂

さ

な

終

りヽ
あ

つ
御

０

界

搭

動

の

一
奉

に
認

鬼

生

の

神

姿

２

・舜

み

頂

く

ベ
ヘ
一
だ
と

鳥

み
ま

す

実

糸

あ

の
を

は

板

服

の
末

あ

り

ま

せ

ん

な

ら

ね

。

そ

れ

に

お

ユ́

い

に

公

平

黒

差

別

と
」
日
と

し
て

傷

者

全

ん

ｆ

援

レ
く

い

る

わ

け

で

す

＾

「
信

た

の
進

惨

Ｌ
Ｘ

常

に

だ

に
ス

リ

く

居

る

て

い
よ

「

ハ

つ

た

人

、
入

人

て

る

人

Ｌ

に

対

し

て

つ

い
力

会

入

つ
て

し

ま

う

候

向

公

ぁ

り

ま

す

ね

。

そ

っヽ
で
夜

い
人

に
対

し

て

は

、

今

て

み

ま

し

く

一ぺ

っ

て

も

い
り

な

い

な

ら

一え
永

く

捕

え

て
徐

々

に

、
漸

壼

的

に
と

、

藪

り

と

日

花

Ｘ

奪

つ
よ

う

女

え
か

で
接

す

る

。

そ

れ
き

ネ

的

部

象

ヘ

ら

す

れ

び

差

別

技

い

し

て

る

よ

う

ｒ
も

見

え

る

今

も

知

に

▲
ヽ
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ま

だ
ん

へ

　

比

０

の

だ
十

ｒ
差

裂

意

識

ほ

黒

く

　

言

考
メ

ン

挨

収

に
た

じ

て
．ば
っら

長

冬

砥

蒻

＾

十
一
ジ

て

来

る

の

ぐ

す

こ

物

に
よ

つ

て

井
一
別

す

る

な

いど

い
ｉ
ン
手

量

「

人

４
・　
〕
ク
ー

モ

寿

に

よ

る

峯
ヽ
も

な

く

迄

だ

の

段

階

に

よ

つ

て

「

然

と

坂

い

公

こ

つ

て

く

る
キ

ぼ

上

む

２

得

ん

と
え

い

意

す

。

曰

介

の

だ

と

九

つ

て
言
〈
う

事

は
難

な

レ
』
―

バ

´
て

す

よ

　

一ス
手

曰

４

参

一ス

の
車

十

で
頂

載
【
も

の

の

お

呆

子

７
一
（、
無

徳

の
■

■

ら

な
ら

）

千

者

リ

ス

一外
え

茫

伎

な

ｒ

¨
配

つ

て

■
二

た

垂
ょ

ぁ

っ

た
　
―
‐

そ

れ

、

日

題

ｆ

，

っ

た

、

不

貧

平

こ
み
一

ダ
で
っ
　
の

で

し

．
■

っ
　
，

■ヽ
〓
（
´
　̈
一　
輝

，
■
ノ
′」
一
う

や」
（一
言
一
ほ

・″
（
　
‐
υ　
　
・　
　
″ム

，
　
・″
一（
　
一́
ｒ
一
　

‘́、　
　
一　
　
つ
・　
　
．一
´
　
４
´
　
，
′
一　

［ｒ
　
・
‥
・
　
・４

　
一
′́
　

・́
一　
　
・
し
　
　
一
　

一一
　
一
ヽ
・　
　
、

一
，

お
ス
　
ノ
（・・？
　
“

一
●
　

仁́　
・め

″
レ

一
‐．　
ケ
）

ッ
　
一プ

一
一　
一
′

分
′
・‐．千
一
一
、　

ノ　
た
」

一

■ヽ

ヶ
ヽ
ン
・
にい
き有

‐プ
イ
、
ム
′
・
・
一
、
ほ

〓二
‐
夕
一ｔ

一メ
，
．　
４
イ　
，
・・
コ・

′
”　
　
・

岸

争

「
ュ共

長

．
フ丁
供

（二
「

■
■
与

彎

．

■

、
ｒ
”

「
■
●

一
・　
　
´
す
・
‥
＾

つ

一
一
・よ

フヽ
・
ι
一千
　ヽ
′́
′
　ゝ
ウヽ
　
フ^
（́
　
（́
　
一
）
・う
〓
ｒ
●
　
・ｒ
・く
　
ｒヽ
，
二
　
´
　ヽ
．

一■

・こ

体

験

、
ｉ
ｒｆ
ン
・〓
　
）́
アヽ
　
　
″
・
″
１
た
≡

，
二
〓
一■

チ
ー
ニ

ｔ

〓
一
だ

つ

装

分

在

、
，
か

´
・́
ｔ

て

頂

，Ｉ

ｆ

■

ラ
■
■
■

一

，
ｆ
二

贅

三

う

て

参

昇

レ
た

書

な

ど

歳

・口

千

受

え

〓

つ

■

薇

ｆ
Ｉ

，
Ｊ

て

て
　

‘

工

に

長

す

る

よ

う
１

ヽ
員

看

ら

だ

な

Ｐ

ｔ

ｒ

な

し

た

ご

一〓一
衷

．
■
ァ

ニ
支

′
万
一
〓
末
一４
テ
）

■
Ｌ
Ｉ
／
″
．
そ
の
ュ
，
二
響

■

＾
）

′
　ヽ
一，
　
―
一

三

一ｆ

「

は

み
ユ

一
●

ズ
‥
、■

ス

ハ
　

イ（
分

乳

卜ヽ

の

オ
↑

１
／
二
い一
っ

■

■

Ｊ
・υ
‐
」
ヽ

憮
ツ
　

・）

コ

く
手
泰

虫ヽ
未

〓

・「

レ●

そ

つ

口

仰

不

快

、

御

だ

配

＆

悴

デ

て

福

一肴

よ

う

手

‘

ふ
Ｉ
ゴ
た

／
・　

粛

厖

の
な

か

猥

く

う
も

走

ろ

ご

■

に
早

一ヨ
一
参

一洋

レ
て
　

抑

‘

界

′Ｆ
い

■

氏

し

て
哀

だ

秩

っ
一ら
宅

が

甲

ニ
ヴ

ｒ
ｌ

た

。

そ

Ｉ
午

つ
常

こ
麦

え

て

荷

●
な

の

書

刻

て‐
■

ｒ

了̈

一
価

莉

へ
゛
慢

と
苺

つ

て

御

●

梓

―．
ヽ

さ
√
∵

■

フ

∵́
↓

二

ヽ

フ，
Ｉ

Ｉ

′
て

、
ネ

●

御

有

な

２

お

任
え

く

な

り

、

侵

Ｆ
ｉ
ｌ
れ
ま

，Ｉ
ｉ
ｔ

顔

ア
一見

〓
´
す

と

．

お

濠

一
Ｉ
不

‘ニ
ュ

つ

口

は́

つ

て
，
′．
」
´
雲

‐・
お

秦

（

琢

う

し
こ

ｔ

令／
こ
■

あ
―
　
た

一
レ
足

わ

７

１

う

つ
ダ
　
レ
て
感
．
勁

■
身

と

・嗜応
　
い０
　
・ｔ
ｉイヽ
　
‐し
　
■
一　
一」

一
言
五

一，
そ
〓
・
だ

‐

夕
ｉ

一
に

■

「響

■ヽ
え

入
神

＾

おヽ
見

´

ｒ́
ほ

つ

た

（二
■

，
　

・
）
牟

矛

え
〓
〓

在

り
方

二
ｉ

し

て

神

■

三

ほ
そ

の

Ｉ

っヽ

」́
，
一
つ
４

な

ヽ
一
る

ら

な
ヴ

は

表
、
か

ｔ

ｒ
あ

る

も

の
で

ｒ
ｉ
二
「

一員
元

す
ア
（
、

ヽ
Ｉ
っ

っヽ
２

硯

一０な
せ

っ

イヽ

て

（

ｒす
く

）

や

つ

千
三

，
ア

ー

´
二
ヽ
わ

れ

て

七

丁
〓
）
も

日

↑

衣

レ
て

爛

し
て

ら

４
．

■

レ
．ネ

つ

て
在

く

こ
　

充

分

行
看

い
て

お

教

え

下

ｔ‐
る

ん

て

，

公

ね

）

音

人

に

対

し

て

■

で

数

イ

う

４
一
た

′■

′（
り
，ネ

リ

．
‘
」）
っ
て

．

，つ
な

っ

ア
、
っ尺

‘
る

ら
，と

キヽ

つ

し

て

も

二↑
つ
員

一ヽ
　
レ
一■
つ

■
　
　
一〓
＾
Ｔ
，
こ
■

つ
な

へ
「

ｒ

て

にヽ

、へヽ
御

上

ど́
前

つ
て

　

二́
、
三
Ｉ

ン
た

ｊ

フ
て

一ジ

´
７
ヽ
プ

■

っ
　
　
ゎ

な

っ１

〓́
ズ

”
た
、
こ
尽

二
了
／一
　

一未
仏

」^
鳩

し

く

な

る

の

で

し

ょ

う

っ
　

ｉ

く
な

嬉

し

く
　

‐
ヽ

・

。
」

一Ｆ
　
　
　
・■
　ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
Ｎ
　
　
「
，／ざ

●
一
ゞ
、
　
　
　
　
　
‐
ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ
ヽ

　

・ヽ

　
　
　
　
‐

‐、

|

懸

）
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ヽ _、
_

亀
■
．
´
ｆ
ｒ
「
と
長
　
記
表
会
（
仰
〓
三
二
ｒ象
・
・
二■

■
ミ

接

す
（
に
こ
ち
´
仰
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υ
て
頂
さ
御
神
末
の
孝
一面
ィに
行
デ
・て

お
り
ま
す

。
盲
分
公
史

て
た
俺
の
家
び
ぐ
ヒ
忌
■
易

ヽ
漫

ヾ
８
大

し
め
´
ク」
下
（
｝
う
．
■
つ
ス
ク
、一女
泰
物
と
イ、
イヽ
一　
物

も
な

‐レ
　
者
神

の
物
」
と
い
フヽ
修
念
８
特
た
せ
て
頂
■
な

前
盆
念
々
洋
々
と

レ
て
い
る
よ
う
な
、
た
孤
い
疼
ｔ
易
さ

足
つ
′ヽ
　
朝
夕
■
石
難
く
寿
ヽ
一
せ
て
貫
う
て
お
り
ま
す

ピ

“

理

■
女

公
身

と́
ば

足

れ

て
参

る
収

几

、
糸

日

の

切
炊ヽ

る
手

も

恙ヽ
れ
て
、
の
基

歌
２
以
て
ょ
く
浸
た

．
捕
断
、
恙
尽

×́｝戟

わ
よ

ヒ
教
え
て
頂
う
ま

し
た
ピ

議
政
「
ス
右

た
も
騒
よ
つ
た
な
ア
　
昴

ニ
ロ
仰
奉
仕
神
習
会
水

ら
入

っ
れ
た
時

に
、
人
る
ス
上

公

一
看

御
神
撼
之
頂
次
れ

メ

ッ
　
シ
、　
　
　
　
‘

一

な
し
て
・ム
ぐ

―
と
御
挨
検
う
ヽ
れ
た
ら
、
い
や
、
銭
う
名
利

し
て
賞
う
て
表

た
。
′｝
も
え
ら
れ
た
ビ

ヤ
村
「
私
は
済
よ
る
こ
と
で
す
が
遅
刻

し
て
か
り
ま
レ
て
ミ
ー

今
迄

に
ど
ん
な

よ
い
お
誌
が
あ
つ
た

の
ム
、
知
ら
せ
て
兵

う
た
い
の
で
す
公
」

萬
ｋ
■
司
べへ
の
布
繋

で
、
前
ニ
ロ
の
会
で
は
、
こ
う

い
う
芋
‘

あ

つ
た
ヽ
と

い
う
誌
＾
よ

、
今

日
の
ヘヘ
で
は

．
ど
ぅ
し
て

そ

フヽ
な

つ
た
よ

で
ヽ
に
支
点
２
置
く
率

に
な

つ
て

、
先
代

の
あ

の
お
な

の
由

っ
て
来
る
と
ヽ
一
ろ
は
岬
０
界
奉
仕
洛
勁

いに
あ

り
、
と
い
ら
誕

に
な
，
次
に
入

る
衣
会

へ
は
「
身
公

行
ａ
れ
、
ま

る
数
会

へ
は
べ

理
＆
宙
け
ら
歿
る
手

ｒ
「
Ｊ

る
表
義
公
入
た
の
で
す
＾
ミ
ー

（
社
者

の
た
め
あ
と
画
ぇ
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ず

）
元
年
．
衣
薫
と
賃
百
（
の
議
薔
会
＾
確
さ
れ
ま
し
て
、

そ
の
痛
上
″ゞ
某
奪
従
代
表

の・
発
ケ
ア
「

／
　
鬼
■

の
ぉ
０
界
嬌
動
　
ａ
　
奪
右

の
日
参
励
行

∂
　
榮
切
な
欠
￥
　
手
　
五
会
痛

の
在
，
方

・つ
　
役
員

の
撲
史

と
ム
ァ
像
２
挙
ヴ
て
老

りヽ
れ
ま
し
た
本

．
工
，
て
の
通
↓
め

口
應

の
化
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
致
碁
ム
主
広
鬼
藪
た
の

奥
布

生́
一っ
ぃ
，ス
わ
し
て
お
る
と
思
い
ま
す

ピ

ョ
会

．
「
会
●
句
状
棲
と́
申
し
上
ダ
ま
す
。
オ
衣

に
１１
ち
と
，

■∵

和
ヾ
な
な
家
口
一見

つ
ｔ
ｒ
、
衣
鬼
二
庄
撼

ん
・・いヽ
　
畿

夕
と
●
指

な
お
話
２
頂
二
・ま
す
●
に
、
け，
■
フ
ず

し
一
誉

肝

だ
な
二

？
不
．と
南

明

し

て
一頂
さ

‥

一Ｔ
こ
入
れ

て
頁

つ
た

ょ
Ｐ
な
思
ぃ
で
ご
ざ
「
ま
す
。
仰
‘
界
烙
勤
泰
〈
呑
Ｆ
全

事右

き

藝
　
の
　
親

とえ

主

表

現
歩
■
土

く
は
私

の
Ｉ
小
〓，
ま

Ｆ
，
Ｉ
へ
年
高

え
士
〓
‐
一
一
■
■
冬

尾
さ

せ
て
頂
●

ぇ
蒔

れ１
´
　
■

１

１
■
二
十

六
日
´
千
二‘
倉

０

記
念

入
茶

に
お
引
守

て
頂

い
た
載

）〓
ネ
商
二
ヽ
　
奇

三

二
し
て
神

‐．
た

く
な

（
た
ｔ
ｉ

の
一硼
畔

・と

，
■
，
■
“
ネ

ご

■
て
て
頂

ｉ́
」

二〓
子
玲
掟

で
■
了
す
二
言
ア
＾
４
三
千
ｔ
〓
共

●
＾

４
て
頂

一
た
（^

ｒ
ｉ
Ｆｉ一
へ
一三
１
■
●
■
え

ま
と
抑
Ｆ
ザ
ム
ノ
由

ｒ■
，
る

コ
ス
〓
ｉ
ｔ

・
シ

ヽ

ヴ

る

予

駈

の
ょ

っ
な

ヵ
さ

＆
為

し
て

、

一

６ゝ

一
行

兵

の
修

だ
レ
一
晨
内

し
お

奪

２

キ一一ム
ら

せ

て

頂

く

並

ｒ
重

す

る
‐手
２

確

健
さ
せ
て
頂
へ
有ヽ
難
シ
存
じ
ま
す
、
お
そ
硫
ら
１
乞
入
功
に

ぁ
一収
次
２
仰
ざ
、
神

の
衣
行
を
頂
い
て
、
式
８
黒
く
し
て

神
意
の
任
々
、
抑
引
興
わ
し
と
碩
さ
た

い
も
の
で
あ
り
ま

す
。　
今
も
ろ
ら

つヽ
冬
ヘ
ノ
日
の
よ
＼つ
な
石
二尽
γ民
な
な太
い
２
」塁

月
の
よ
う

ｆ
Ｏ
も
織
し
て
次
し
い
・
と
い
（ヽン
勁ヽ
換
奏
な
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
覆
撼
銘
尿
゛
雛）
騰
ゑ
・
萩
先
生
と

．一た
、ぶ
会
で
ご
ざ

い
ま

し
た
。
講
鬼
■
ら
、
一ξ
く
仰
礼
・２
申

上
デ
ま
す
。
こ
れ
・こ
以
て
放
会

さ
せ
く
頂
さ
ま
す

ｒ

（
支
責
任

ム
象

）

懇
ヾジ

、→

，
、
∵
ン
，・

、
、

今ｉ
イ
Ｌ
　
Ｉ
●

メヽ
‐ｒ
／́
　

Ｊ
一

一峯
一″
）聾

く

電

√

ヽ
、

一言
一一　
　
　
　
　
一一一ハ
　
　
　
　
　
　
＋一千
　
　
　
　
　
一

二

Ｔ
象

王

ｎ
・
ス

レ

■
一
β
百
一
つ

て
呑

刑
（
■
る
や
〓
貞

な

こ

采

つ

た

つ

で

，
１
″
●
Ｉ
　
´
Ｉ
，
Ｉ
れ

，
Ｉ
，

ス

キヘ
婦

〓́
ｉ

二

蒲
ｒ
人
三
ヽ
´
、
言

人

・ま

で

し

て
瞑

Ｊ
ｉ
ｎ二
〓
一
十
余

二
■
，
■
一■
＾
舞
二
こ
駐
汽
て
及
神
北
一々

へ
六
Ｉ
Ｉ

Ｉ
ｉ

‐
二
ｉ
ｌ
十
洪
〓
Ｔ
二

４
て
人
本

へ
漏

る
長
ご

と

ト́

ー

ｊ

〓
〓

ｔ

な

一着一
６

〓

て

お

一
つ
―
く

し

み

下

さ

つ

た

つ

で

あ

つ

た

。　
一一
，
ヽ
一
一
み
）
ｒ〈
へ
え

十
一
つ
―
御
ゴ
凸

一は

Ｃ

つ

い

て

は

走

´
＾
ヽ
一
れ

κ́
」

〕́

や

―

　

　

ヽ

― ,0-

、
‘
．　
　
　
　
　
．ヽ

・

げ

や

、レ

●
　
　

　
　

　

、●



ゝ

ら

ガ，
・４
■
ヽ
・ヽ

■
　
　
　
・

イツ
「う

ヽ
）
ル
一
一
，
４
１
■
　
一・　
　
一一
一
一
ヽ
一（
　
一一
、口

一や

一千

わ

な

二

‘

聘

ｌ

二

三

Ｆ

二

し

ｆ

ｉ

ｆ

Ｉ

ｔ
　

ヽ
Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

千
三

小

仰

″
ｆ
婚

二

，
■
●

千
、
で

，
∵
一
Ｔ

ｆ

ｌ

■
　
二

三

　́
， す
７
●
Ｔ

ｒ́ヽ．
（
∵
「ヽ
て

ま
が
，
部
一こ
■

／・　
フ
イ、
一一
テ
ニ
ー
ｉヽ
ｔ
一　
ヂヽ
、．１
′二
唄

０
こ
え

（｝
二
ｉ
ニ

２

バ

‘́ヽ
一‘

ヽ
一
ユ
ー
ミ

一
二
・、
・
・　
´ヽ

・́
・二

く

か
　
、
ヽ
一
れヽ

は

′
■

・
キ
ヘ
´
、
二
´

一
（
′
一ユ

（一
ｒ一
´
一
一
一
∫

・●
二
・
う
〓
一」
の

一九

∵
一
つ
・ス

ンヽ́
ら
　
一　
一■

舌
一

ｔ́
ｉ

ざ

≡

二

・
三
二

二

”
´

る

く
ス

ー
し
な

く

仰

Ｔ

ス

猥

え

る

孝

／一
一，

，

え

〓
〓
」・
‐ｔ
ｔ

へ

井

市ヽ

´
一
（一
嬌
ヽ
）
で

あ

（ノ
た
（
っ　
′て

つ

峙

分ヽ

一′

専
一

■

て

よヽ

い
　
，―＼
魯
■
こ
立

い
　
ノ
て、
　
，レ
７
二
ろ

ら

れ

る

う
二
つ

〆一　
』Ｉ
ン
の

画

ｒ

（

二
一
‐｛
へ

ムヽ

´ヽ
　
じ
●ふ
・わ
Ｉ
れ

た

ヽ
一
シ
し
＾

・わ

つ
―
た

）″ヽ

クヽ

が
た
，公

．
‐′ヨ

準

の

専

ぢ

■

に

ξ

十

事

二

２

う

政

ェ

本

【

元

ヒ

ノー、
事

二

で

ぁ

っ

た

私

（

お

■
■

４

な

つ

て

い

た

に

■

、

も
ぅ

ろ

ん

ス

マ
と

め

行

宝

す
末

て

一

た

二

仏

共

＾

三

二

４

つ

０

デ
ー

を

こ
り

〓

■

つ

た

の

は
　
小姜
【
一委

北

Ｃ

現

在

な

老

売

＾

″な

っ

て

い一
る

ぁ

た

り

名ヽ

　
そ

ヽ
）
”ヽ

・　
・口

つ

株

蒸

て

）
‐
覆

ｒ
′ス

ン
ヽ̈
）
Ｌ

、本

公
蝙

＾
）
ムヽ

ろ

叉

公

あ

つ

て

ヽ

小

烏

た

ら

の
奇

ソ

場

で

私

共

に

は

こ

修

の

「

ス

イ

ぃ

し

（
一晨

物

の

多

ハ

縄

縁

り

）

で

あ

つ

た

。

， ス
っ

て

ぼ

に

国

，メ
一
置

さ

も

ら

竿

と

可

小

も

し

ふ

け

ｆ
ｉ

つ
い

く

菫

く

離

４

た

末

〈医

に

し

い

＾

ん

で

ン
、
れ

女
」
見

張

シ

っ

ゝ

．魚

崎

画

で

も

ネ

鳥

の

来

る

の
ｆ
と
冬

つ

く

い
た

の

も

な

っ

よ

し′
い

え

い

ム

で
ぁ

る

―
角

っ
た

の

は

主

と
し
て

日
書

‐
う

ぐ

い
ず

、
専

の
相
烏

で
あ

っ
た
公
、
ら
ぞ
い

す

Ｒ
早

量

さ

ヽ
一
ぜ
る

為

に
ホ

主

な

ラ

ン
プ

で

灯

‘

へ
れ

る

こ

と

な

ど

ほ

Ａ
う

ま

で

，ン
な

く
　

何

も

屁
今

旬

料

与

頁

つ

て

魚

る

の

・
　

　

　

１

ヽ
●
―

i

て

は

（は　
ヽ
　

〓
に
雹

期

で
釘

つ
二
く
ス

た

，
し
１
コ
‥
三
二
・
一
ヽ

，́
１
■

●

り
外

て
か

に

し
、

■
■
レ
く

た

つ
た

棟

と
１
ビ

〓‥
じ
ゲ

´
二
、
ぁ

●
公
私
共

一́
手

伝

わ
せ
て

．
た

ｉ
ｔ

ぅ

雀

く
な

さ

■
■

（

ィニ

´

，●

〓
∵
工

思

す

い

も

の

ハヽ

人
好

幼

で

ぁ

っ
た

。　
人

照

やた一一
の

イ′
）

７

レヽ
　

長

ヤ

・

■
聾

二

？

ブ
ゴ

サ

リ

専

よ

く

買

い

ｆ

マ

ら

０

れ

た

佼
申

す

ま

で
も

な

ゝ
御

ヨ
か

だ

け

で

な

し

に

食

べ
嵐

り

の
式

ぐ

Ｆ

対

す

る

一綱
露
を
ヽ
か

こ

も

つ

て

い

た

の

で

あ

る

υ

く

れ

て
ス

立

し
て
た

れ

公

た

い

の

は

、

一千
ス

の
「

松

瑕

り

て

あ

る

。

そ

の
唄

櫛
億
右
で
教
貫
村
長
夕
一
し
て
考
ら
れ
た
巻
ベ
ス
太
郎
民
の
仰
Ｌヽ

ヘ
ム
匂
い
イヽ
そ
つ
丼
石
の
一次
私
つヽ
た
生
が
丘
者
な
可
さ
え
・立
て
　
一
（）

つ
れ

そ

れ

区

切

フ

て

持

っ

て
一オ

る

の
で

あ

る

。
旧

え

聯

一終

Ｃ
来
　
巧

言

ウ可

名

通

つ

て

行

く

の

で

ぁ

る

が

そ

の

ェ

く

に

衛

並

本
小
長

の
様

な

慢

晨

屋

＾
あ

つ
た

ｏ

そ

■

の
哀

授

双

公

つヽ

ま

い
の

で

必
ず

セ

れ

た

買

い

い
一
ん

で

行

つ
て
家

に

へ

る

前

に
２

琶

期

の

見

な

ら

せ

る

ホ
●
同
い
前

へ

意

茎

下

し

て

Ｌ
年
ぃつ
く

れ
・２

ほ

フヽ
ず

る

の

で

あ

る

″
つ

た

二
本

の
で
は
長

い
↓
ひ
オ
（
で
私
人
公
崩
表

こ
捏
ざ
、
ス

に

松
や
熊
笹

も
切

つ
て
者

公
か
す
持
ら

、
先

生

の
後
（
ら

快
な
り

，
こ

の
り

８

教

会

ま

で

漏

る

の
で

あ

る

。

スヽ

る

と

す

ぐ

ｒ
鬼

ｉ

公

谷́
月

に

な

え

妨

つ
た

り

・

林

補

縄

冬

男

０

お

に

し

た

り

し
て

主

糸

友

向

公

４
仕

上

げ

ら

れ

る

の
で

あ

る

。

誉ヽ
一
物

の
誌

ビ

ム

リ

こ

な

つ

て

え

公

ひ

け

る

公

、

そ

の

時
、へ

の

修
石
生
滲
ι
衝
６
ぴ

の
「
は
継
ず
し
ご
ぉ
と
次
の
に
は
な
る
よ

―

、

　

Ｌ

ヽ
　

　

　

に

ヽ

ヽ

■
■
一



゛

。

た

分

も

お

そ

く

な

る

と

を

い
考

は

杢

販

き

終

じ

て
ネ

て

、

何

ム
な

ほ

し

く

な

る

。
そ

れ

き

案

し

て
先

生

な

ら

入

黒

左

の
前

の

「
常

整

Ｌ

へ

行

つ

て

こ

い
と

季

フ

み

そ

六

な

命^
ヽ

な

な

れ
ば

し

め

た

も

の

で
あ

る

。

私

共

は

ノーヽ
理

う

し

て
ミ

ん

で

な

つ
た

０

所

な

狡

に

し

ろ

ね

む

た

い
盛

の

年

唄

で

も
あ

る

。
鬼

に

や

ブ
ま

せ

て

頂

い

て

い
る

と

、

フヽ
，ど

ノ
γ
ど

反

り
Ｌ
判
Ｌ

っヽ
掟

た
」え
ォ
一
ぉ

■

起

ら
ヽ
ん

な

ノ
ヽ
―

し

とヽ
起

こ

し

て

下

べ
ヽ
る

の

だ

な

．
ヽ
」
ろ

つヽ
０

愛ヽ

へ

螢

な

で
ム

ニ

マ

ム

ニ

く

と

返
手
姜

｝す

る

だ

け

で

｝
向

に
猥

な

さ

ま

へ
一
な

い

。
フ

朝

う

ど

ん

の

よ
う

鉢

＾
ろ

る

の
名

ム

て
前

角
の
仰
彙
走
名
立
し
た
ス
た
へ
一
で
う
う
０
し
ヴ
ニ
そ
の
外
Ｚ
見

つ

わ̈

た

斗そ

も

ルめ
´
つ
　
た
　
。

あ
る
卑

の
よ
、
松
一耳
ス
」
ス
Ｌ
仝

べ
す
ざ
て
・林
ど
い
瞑
病

乞́
起

し
孝
勢
所

の
員
基
で
も

●
ん
で

い
る
・
と
二
代

の
た
■

ヽ
、
Ｔ
つ
れ

‘

お

族

に

ユ
ー
ざ
当

て

て

見

ら

れ

「

ヽ
）
ス

甕

タ

ビ

く

つ

小
ぇ

て

い

る

．

ヽ
一
ん

な

に

食ヽ

ヾ
す

ぎ

て

は

あ

ホ

ん

Ｌ
シ
ｒ
づ

つ
し

々

つ

て
寿

日

々

の

お

す

有ヽ

代

二

κ

・「

人

鬼

■

●

切

衣

格

な

る

「

教
導

●

〓

に
衝

Ａ

』弘

こ́
お

象ヽ

ム

に

な

つ
・
て

御
■
珍

一行

こ́

オ
■
いノ
帆ヽ

〓
て
く

口

と

し

て

‐
今
一
半
“

象

二
、氏

一
■

つ
首

ン

」

″
、
ｏ
■
●
こ

の

仰

政

次

″^
御

痛
Ｆ
一
（Φ
亡

え

て
■

・，
■
一　
」
ル
ヽ
´
共
親

た

す
一
４
孝
■
●
現

え

三

お

種

Ｌ

し
日

●
、
「

二
百

凛

３

ホ

ド
春
∴

‥
´
て

頂

さ

キ
Ｅ
り

焦

Ψト

∫
蠍
）

）

ス

に

ヘ
ニ
，

つ

て

下

ヘ
ニ
‘
た

。　
一一
代

鬼

生

公

立

う

主
へ
ら

れ

た

後

で

下

痢

き

催

し

て

ス

た

の

で

主

ぅ

上

つ

た

於

一惧
絆

ま

で

も

ち

ら

れ

ず

毛

蠅

な

子

登

が
ら

■

つ

工

■
じ

ヽ
じ

つ

て

し

ま

つ

た

。

そ

こ

へ
孜

九

オ
蒸

櫂

ん

で

末

て

下

■

っ

て

ぃ

マ
ょ

須

も

な

う
一
イ
ォ

一９

つ
工
公
り

ヽ
一
れ

い

に

し

ブ、
頂

い

た

二

″
｝
は

私

の

頭

よ

ぅ

■

４

消

え

る

時

は

な

い

の

て

あ

る

。

晨

花

全

え

享

日

は

家

丙

ぶ

位

の
お

村

り

恭

え

に
ょ

ノ^
こ

順

調

に

発

晨

の
五

＆

た

ど

ら

せ

て

長

さ

え

り

、
新

狡

さ

豊

栞

工

孝

も

着

々

立

捗
Ｌ

て

ス

る

寸

月

二

日

に

ぼ

上

像

式

の

こ

次

の

お

な

ダ

ム

瑕

ａ

て

い

る

。

頑

員

と

は

）Λ
え

な

い

私

が

こ

の
な

な

人

季

な

獅

用

■
当
一
ら

て

て

頂

い

て

い

る

孝

名

鬼

土

な

ど

ん

な

に

よ

小
守
よ

ヽ
一
び

下

へ
｝
つ

て

い

″な

つ
）
と

仏

と

え

つヽ
。　
そ

れ

パ
＼

に

よ九
二

の

柳
　
１一

益

る

と

頂

め

た

二

人

の
汗

ま

す

‘

に

考
サ
業

な

さ

ぇ

社

会

人

と

し
　

一

て

路

動

へ
一
せ

て

頂

い

て

じ

る

。

鬼

土

の

御

攻

次

と

御

点

二父

‘
い角

し

て

攻

め

て

御

礼

甲

ェ

ヴ

る

大

″芥
¨
で

あ

る

ズ

ニ

ニ
、
ぇ

主
ニ
ヘ
）

，
　
一

り
／
、

川
　
　
畑
　
　
勝
　
　
キヘ
　
　
頭ヽ
，

仰

恩

輝

に

は

０

常

に

仰

一駅

〕久
つ

仰

用

ス
｝
一

」ヽ

ｒ́．
尽

ひ

ビ（
（は
つ

て
お

ら

れ

ま

レ
た

の
で

御

ｔ

‘

？
垂

み

二

仰

神

米

く
と

申

さ

れ

Ｊ́

し
て

岬

一●

●

お

■

レ
Ｆ
ヽ
つ
く

と́

お

つ

（

み

に
な

´

て

仰

神

米

２

お

打

に

な

る

キ

‐寸

う

と́

な

さ

れ

た

。

７

　

一Ｊ
・　

　

　

　

　

〕

ヾ

　

町
Ｊｖ

Ψ
ヽ

゛
ゝ
ヽ
′
′

，
ノ
、

`・こ′
■



民

′
ヽ

●
Ｉ
常

　́
■́
「
　
ろ
　
，
■

くヽ
と
■
●
〓
、
・ニ
ー
●
‘
．́
ゥ　
エ
、
」

（
●
―

メ

ｒ、
一ょ
Ｆ
〓
右
■
年
二
燿

「
´

（〓
〓

↑
１
．　
■
ュ
　
■
●
ゴ

〓
〓
　
一一
■

つ

・０

一キ

一^

デヽ

″
．
′
．　
．
１
二

．　
ュ
ー
〓
ｒ
ｒ
′
´

′．
．

〓
ｔ
ｉ

姜
ヽ
千
ギ
一
，

二

峙

ｎ

ｔ

■

ヽ

４
ｆ

ヽ
ｆ

＾

二
■

Ｆ

Ｔ

，

三

二

１

一
点

ｒ

れ

ギ
・
●

ｔｆ

■
一
（　
■ｆ
．

・１
■
■
一　
／
サ
ほ

●ｆ

・
■
‥

０

４

〓
ｒ

ニス

一―

　́
ゝ
ｉ

丁

百
〓
‐ヽ́
お

ａ
ｔ
ｉ
ｌ

な

り
，
　
一■

へ

の

■

一看

（一
■
１
」

キ
．
（り
一本
能
（≡
‘

旬

ｒ）
ｘ
●
ノ

夜
■
．
‘
一
る
二
二
輌

仏

●

て

仰

祈

念

，
Ｉ
イ
ｆ
つ
れ

た

。

の

一■
峙

し
．́′
活
Ｉ
〓
ｉ
ξ

´
蘇

二
て
竹■
へ
・こ
ｔ
ら
″
だ
，
べ
埓

た

二

幸
，
，
■

，
て

ヽ
ド
が

レ
く

偉

者
ｒ
ｘ
一
お
■

（了
一
濤

ｔ

ぁ

●

た

つ
　
・可

ら

（
キ

瑕

ｒ一
一ｔ
ｔ

●

ｔ
■

〓
ｌ
ｔ
ｉ
キ

‐■
言
〓
小
■

た

・

月

ズ

つ

仰

掃

豫

つ
庵

　

■

ξ

抑

薇

つ
時

の

三

二

兵

化

の

仰

神

具

ぼ
ｎ

率略
２

さ

ら
ら

と

は

■

っ

て

お

ら

れ

、

凛
‐
神

段

の

十

ヽ

は

２

載

と

待

‘
希

壻

く
な

■

４

，

お

や

１

ヽ
な

ら

な

，

一

´

　

一

一
　

．

（

本

へ

人

奈

工

子ス
荼

っ

仰

猾

沐

ヌ

ほ
衛

虫

猾

豫

で

し
者

椰

神

段

ａ
羽

載

と

言

と́
着

用

レ
て

ざ
ら

４

た

）

○
　
仰

家

史

た

＼

つ
れ

て

・し

わ

つ

）た

ｒ一
π

織

綺

ほ
お

耽

ｒ
二
‐・
な

つヽ
す

外

よ

よ

り

お

ふ

え

り

に
な

つ
て

も

う
ご

育

肴

‘

お

さ

伝
え

の

´
」

冽

織

と

信

ほ

着

用

せ
ら

れ

て

可

清

で

も

押

祈
〈
゛

の

《

ス

る
標

に
埼

換

し
て

ぉ

つヽ

な

た
‥

の

拡

初

．
恭

詞

も

よ

く
お

ゎ

〈

り

に

な

つ

て

も

委

良

も

え

還

し

て

お

う

４

殊

に

人

祭

ｏ
幌

司ヽ

は

人
キ

ｒ

し
て

八

糸

の

L_

・^櫨
■

朝

で
も

ひヽ
４
Ｉ
わ

れ

ｒ
・懇

詭

し

て

ぉ

、つ
れヽ

ム

在
■
●
毛

、こ

＾

．

■

挙

等

に

は

ヽ

す

虫

発

前

Ｆ
も

つ

Ｔ
長

お

■

，
一
■

ン
４
〓

ら

れ

た

人

茶

の
祝

調

は

参

と

ユ

な

う

Ｌ

毎

援

家

，

冬
二
Ｆ
ヽ

た

、

祝

詞

祭

例ヽ

の
看

蓄

の
事

の

二

十

下

そ

２

つ

（Ｉ
〓

ｆ
ｆ）

わ

れ

な

Ｌ
基

一
、
や

な

に

事
二

る

の

で
ぁ

る

ょ
ら

エ

レ
ヽ
手
一

く

標

ｒ
と

お

教

じ

め
た

な

っ
た

。

つ

友

素

と

旨ヽ

と

て
ら

れ

た

一
例

と

し

て

は

美

る

時

ム
（
社

の
・毛

心

茶

に

一
珀

で

行

承

れ

る

時

Ｆ

毛

具

凍

か

ま

ヾ

と

）
て

、

現

鬼

生

の
長

げ
、ば

ん

公

フ

ク

リ

ン

（
本

モ

ス

）
の
孝

な

の

で

銅

つ
工
民
じ
、、口

ι
・２

おヽ

ヽ
一
し

りヽ

へ

に

な

っ
て

は

と

“

ヽ
一
れ

ま

し
た

フヽ

フ

フ

リ

シ

で

（
本

モ

ス

の

キ

）
よ

い

こ

れ

で
ま

‐■

み

え

ば

よ

い
５

の
・長

じ

ば

ん
と

買

う

な

れ

が

そ

れ

だ

け

之

仰

本

部

へ
衡

月

ね

金

し

て

頂

ム

と

、
申

へ
Ｆ
れ
た

。

③

五

十

手
記

念

祭

の

時

、

仰

五

会

も

す

み

、
工

恙

明
二

人
九

土

ｔ

工
（
孝

・↑
漏

菫

そ

つ
れ

一
と

安

た

せ
ら

れ

お

つ

ゑ
れ

の

標

子

会
見

え

く

も

ヤ

ニ

時

に
な

り

（む
休

み

な

と

な

い
ま

し

た

つヽ

仰
茶

も

黒

澤

Ｆ
益

人́

に
仕

え

、
ァ
し
て

頂

い

た

の

で
お

メ別
も

つ

よ

れ

た

ぐ
ろ

う

公

、
神

様

の

苺

ぉ

ょ

た
、つ
け

を

し

て

頂

二
う

↑
常

の

様

に

）
と

呻

さ

れ

称

鬼

付

け

も

せ

ぅ

れ

孜

め

て

仰

礼

の

岬

首

念

乞

せ
ら

れ

た

恒

例

の
人

茶

っ

峙

ど

ん

よ

お

つ

次

れ

で

も

重

会

が

す

み

く

御

な

つ

御

街

念

乞

ｔ

ら

れ

て

の

日

の

仰
象

備

８

李

っ
た
方

の
鳥

前

を

．
日
奏

ェ

ベ
一
れ

ス
宝

神

表

に

も

人
神

様

同

様

に

御
礼

申

上

ヽ
一
れ

一
々

_ヽ

t

ヒ

ヽ

●

ｔ

ヽ

し
｀

L´
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|



孝

可̈

こ́
豪

も

さ

れ

た

。

以

上

、
私

先

生

の

「

々

の

「

有

稼

の
拡

略

女
）
ヱ

ベ

さ

し

て

頂

さ

御

葛

実

え

仰

バ
・
晨

存

じ
ょ

う

。
当

、
親

え

上

の

修

一ｆ
應

つヽ

お

者

い

■

の

手

の

一
部

・ｇ
壼

ヾ

う
」

し
て

員

〓^
ま
す

、
　

　

　

７^

一

修

行

ヌ
Ц
」
し

て

頂

い

て

Ｉ

ノ
年

猛

た

つ

て

な
ら

の

あ

ろ

薔

で

し

た

ｏ
お

ユ別

は

ス
一迎

ｔ

立

お

に

も

′
「
ヽ
二
長

い

と

思

わ

■
ｉ
一

つ

て

よ

い

公

ロ
ヘ
「　
ネ
‥
（
タ

イ
　
‐́

の

か

つ

うヽ
　

―̈
り

し

いヽ
あ
＾
ア

■

不ヽ
　
バ

タ
　
イ

」

の

女
・
年

季

す

る

。

も
修

ｉ

‘

，
■
１

〈
し

な

ア

τ
ら

ゴ

ー

・ン
●

行

へ

も

つ

て

―ヽ、

く

つ

４〓

■
〓

る

こ

の
修
を

■

■

い

つ

ら

い
¨
幸

き

き

れ

有

難

い

こ
忌

う

て
長

不

■

ｏ

の

行

と

さ

し

て

頂

す
ご

よ

い

ど

ん

な

こ

Ｆ

難

ｉ

と

し

て

も

角

分

つ

日

，

つ
余

，

〓

‐．
ｉ

「

な

く

一
′
ヽ

，ヘ
二

一よ

ノ́
Ｃ

■

ヽ
■
は
ヽ
，
４
だ

一
ノ
´

一灯

〓
」
し
た
　
●Ｉ
＾

，
１
ヘ

，

Ｆ
〓
●
　
　
一倒

』

■
二
年

は

一ヽ
ヽ
゛
ヽ
一ヽ

，●

一^　
ク■
４

４
１
■

）́
っ
１
■

ス
，
，
　
り

ξ

八

■
■
一　
■

蛛

′〓
■

つ
ン

ｆ́

ｆ
ｉ

Ｌ
　

Ｏ
　
レ
〓
二
や
↓
ヽ
峙

」́

〓́

よ

う
あ

看

と

し

た

調

つ

か

尺

Ｌ

ん

（

〓

項

人
表

え

主

）

Ｌ

早

て

の

修

行

く
興
ヽ
十

蕉

率

こ́
■

４

で

´
、
／
１
に
稟

な
　
■

●
　
に́

（一
■
二́
て

で

た

ヽ

い

て

来

・さ

一二

つ

て
ｆ

Ｔ
へ

″ド
そ

の

水

で

一‐
一・

，

デ
一　
・
（〓

≡

＾́
・
挿

玲

Ｒ
真

の

七

？

吟

行

し
七

々

し

た

公

人

に

は

わ

つ

た

に

云

は

な

ぃ

、
と

ム

ゎ
■

ン
ニ

キ

ン
て

あ

る

こ

ｒｉ
神

蛛

二

知

っ

て

ｆ一ｆ

二
一
一

ら

ヴ

っ

７

Ｆ

れ

を

，

■

■

Ｉ

サ

‘

■

を

い

看

つ

子

ｔ

ｉ

′
一ム

，
′
へ

一へ
一
■
一０
〓
ヽ
　
）

二
（汽

″た

二

“

〓
∵
■

〔一
二
■
代

■
二
ヽ
ケ

ハヽ

〓

ヽ
考

ダ
十

イト
，
れ

つな

（

「

一一
つこ
住

］^
碑
が
一
一
〓ｆ

ア
ｆ
●

嬌

〓

腋

イ一
■

‘

」́
ｔ
ｉ
■
■

´
‘
ヽ
ニ

ュ
ニ

パ
紀

＼

し

て

お

ら

れ

る

の

で
参

昇

し

た

，

イ

一

口

な

そ

の

様

に

九

帳

一口

く

お

つ

り

に

な

ら

な

い

て

も

不

員

■

■

Ｊ

た

，
こ

１

「」
ユ

し
た
ら

仏
ィ
な
お
（
ヴ
ク
一項
う
，Ｉ
９
ふ
「ヽ
′．
「｝
，ｒ
ま
し
た

，
ｉ

ヱ
）‐
つ
多
´
い一
「′
●
い
ル
Ｆ
と

マ

，
ノ
、　
／́
ま
「一
、〕
′
一
」フ
す
１
０
　
の

イ
ヽ
〆は
蜃́

（］
虫ヽ
．

ｉ

の
看

先

生

公

（
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代

様
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仰

神

前

ょ

り

お

下

デ

に

■
１

た

０
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一
狽

哺

″
ｆ
り

で

あ

・る

ａ
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■

ね

だ

け
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ゎ

し

て
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さ
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〓
承

デ●
ヴ

贅

フ

た́
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し
て
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十
〓
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イ

エ
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ン
ね
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な

ら
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た
一

ゴ
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く

つ
濁

い
幸

２

沖

様

に

そ

の

裸

■

響

壻

け

な

し

て

下

、
ヽ
い

■
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＾

つ
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つ
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ｆ
ｌ
ソ
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一
黒

ネ
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つ

て

仰

黒

礼

‐■

（
竿
り
ま
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Ｉ
＾
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千
俣
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っ

●
‘
こ
し

て

頂

ぃ

て

ぉ

り

ま

す

と

申

ヽ
一
れ

ま

し

，１

■

三

日

「一

ｏ
■

項

二

ｔ
ヴ

じ

ぎ

ら

く

頭

と

あ

‐ダ

る

者

な

な

・
・
′
″
・　
二
三
二
重

■

ス

一
ｌｌ
Ｆ
誌

，
Ｉ
‘

つ
て

一ト
ヘ
ヽ
い

■
「
し

た

っ　
ち
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一）
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一
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＾
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巧
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フ

こ
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．
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ｒ
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Ｆ
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竹

サ
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ギ
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二
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〓
　

一
１
■

Ｆ

ニ
二
一

く

再
■

夕
民

●ヽ

〓

１

■

一　

三ヽ

二

（

■

責

〓

二

ｒ

ｉ

や

計
一
■
ユ
た
景

，
一
慮

ぜ

に

精

）
て

耳

‐́二
十
　
　
　

一三

て

「
ヨ
ヽ
マ
イ
つ
三
一一
二

つ
卸
洛
場
ぶ
，

に
尽

か
・こ
牡

〓
４

１

１１

「ヽ　
〕
，́
時
　
　
仏
″‐、
け
‘ギ
た

っヽ
れ
な
渡

（
　
レ
い
億

、い
よ

バ
今

「
尚

舞
ヽ
ふ
　
　
・殊

つ
て

〓ヽ
イ、
』ヽヽ
湿
ま
る
雪́ｓ
・ひ
公
す
る
の
‘
ブ
っ

二

っ
●
て、
　

現

象

会

■́

´

ソ

‘

″へ

小́

‐Ｊ
●
　
、
な

し
　
‐‐
　

青
　
レ
■

ュ
■

に

″■
十

二

べ

一ュ
た

り

／１
●
´̈
　
ｒ
●
一

，

・
一
ヽ
１
　
一十
一、一

ｒ
Ｔ
千
良

口

４
．
十

三
■
（
一　
‐
‐
　
一・
時

一項

人

章

千
二
　
、へ
′
〓
　
´
′
Ｌ
一」
，
‥
ゝ
Ｌ
′・
■

打

さ

ｔ

ム

・本
　

三

二

二

（一
わ
二

〓
よ
　

１ヽ
、
こ
何

ξ

篭

な

暉

致

寺

さ́
頂

、）
て

、

お

ま

彙
一一一家

つ

た

手

公

千

二

盪

ら

，
ニ

ー

で

刻

妥

つ

て

、

ほ
　

宿

「

つ
氏

で

ィノ
　
ー
ー

双

・青
．
へ
本
ｆ
っ

て

て
言
へ
つ
二
主
汚

り

ａ

奏

ら

牧

錯

へ

こ
云

い

・虫

り

？

も
　

，
Ｉ

Ｉ

ｔ

１

１

，

●
ヽ

し

い

よ

つ
な

ｉ

ｔ

し

て

ご
本
さ

佼

黒
二

じ
　

一京

，

争

ヤ
■

牧

会

■

■

ぅ
，

ヽ

‘
か
つ
子
ニ
ベ
で
ネ
ー
ノ
■
■

‐Ｉ
た

とヽ
　
い
■

の

‥―，）
我

れ

■
ヽ
つ
た
・
象
　
‐・́　
く

て

一
、■

・
く
さ

バ
悪

い

。　
拓

塚

な

性

分

で

綱た
　
し
４ヽ

●

ｆ
へ
フヽ
ぬ

■

（

と

言

え

ヽ
て
∫

■
ろ

小
ら
１
、
ま

ま

ャ
■
　
差
）
羨

じ

め

ハ
、
ど́
せ
二
”
た

な

つ

て
き

た

さ

せ

て
長

こ

フヽ

・

と

求

之

員

み

て

瀬

あ

て

頂

く
幸
た

レ

た

な

、

そ

れ

で

も

戌

可

く

御

迷

寒

之

林

サ

ま

い
と

い
う

だ

本

う

ヽ
　

一
　

　

　

　

　

　

―
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素

・

Ｆ
一
朝

憲

―

六

百

た

ワ

れ́
章

に
入

る

た

め

、
抑

祈

ヽ
冬
十

Ｆ

く

つ

と

ム

立

ｉ

ｔ

く

頂

さ

ま

す

へ
ら

、
，
１
つ

よ

何

し

お

猜

い

下

全ヽ

いい

，
ま

ｔ

ね

・よ

、ァ

に
　
ヽ
―
―
し

シ
ニ
具

へ
お

ヽ
一
と

わ

肝
´
し

て
―、″
］

イー
ホ

ー

敷

く

た

り

に

頂

の
´
寺

方

所

の

二
僣

へ
昇

つ
た

と

二

ろ

、

尽ヽ

ネ

ペ

具

典

に

は

札

に
１
っ
々

ノ
勺
と

ネ

ざ́
と

つ

て

頂

い

て

あ

――ン
、

お

よ

リ

た

お

工

壇

ま

で

、

れ

て

下

さ

つ

て

あ

つ

て

、

十

と

入

れ

て

み

る

こ

Ｔ
麦

ホ

コ

／
＼

と

一週

渭
一
２

保

つ

て

い

る
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０
わ

ず

木

―

ツ
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た
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薇
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衷
ま

し
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し
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ま

つ
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で
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党
冬

に
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る

よ

・つ
な

お

ち

つ

い

た

ゆ

つ

た

リ

し

た
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に
長

る
と

同

時

β

、
尽

た

ど

Ｌ

る

に
も

又

ろ

な

一
介
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修

行

十
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に
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し

て

も
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く
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切

て
奪

な

お

越
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ｇ
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２

字

上

ヴ

た

事

で
あ

つ

た

ｏ

こ

う

レ

て
２

・つ
象

ム

く

た

も

， ユ
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う
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詣

，

で

す

こ

と
挨

後

の
言

茉

＾
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え

る

。

御
老

人

ぅ

し

ヽ
し

いι

い

が
え

ら

い
な

あ

と

尽

い

つ

つ

、
■

分

も

ス
末

に
お

礼

申

し

て

す

０

人

入

別́

へ
な

る

と

、

早

二

二

十

人

の
参
ノ
弄
考

公

努

２

価

ぇ

て
ぉ

掃

会

の
英

最

十

で

あ

る

。

お

豪
ヽ
界

の
煎

あ

た

り

に
左

と

ひ

め

て

御

れ

に

へ

ゝ

る

と

宙

も

な

く
薇

先

生

の

御

入

社

―

ミ

ｋ

は

よ

い
部

０

と

政

り

て

御

礼

名

市

上

ヴ

一
猾

の

御

首

添

ぇ

と

ぉ

猥

い

し

、

お

瑕

う

仰

挨
姜

夕
〕
恣

る

と

ヽ

御

挨

添

一聰

わ

レ
く

御

慕

考

み

の

後

「

一
守

特

ぅ

な

は

れ

ヽ

」

と

お

色

末

と

共

に
た

ギ
一
員

に
お

裏

へ
夷

ら

れ

る

標

斗
）

ハ

テ

何

の

一御

用

法

し

りヽ

安

ヽ
と

思

つ
た

が

解

向

、
別

に

仰

用

の
あ

る

雲
ｏ
欧

な

し

、

何

ふ

御

配
巌
獲
下

さ

る

の

で

は

あ

る

よ
一
０

よ

―

ン０

レ
そ

フヽ

と

す

れ

ば

断
恭

仰
ヱ

慮

申

上

デ

燈

ば

相

畜

ま

ぬ

バ
ヽヽ
ヽヽ

と

少

レ
澪
一
れ

た

な

お

沐

ス
一幸恭

っ

て

お

０

前

血

く

ま

で

■

む

Ｌ

‐

「
お

薇

、
お

試

？
　

来

の

べ
永

ぅ

ん

べ
今

よ

ら

漏

ら

は

る
Ｉ

入

時

の

汽

車

や

そ

ら

や

．

早

う

お

弁

当

特

ぇ

て

ぁ

ゲ
■
ヽ
４

秋

　

一収

公
あ

つ

た

ら

質
ヽ
い

お

・茶

て

し
あ

ヴ

て

な

ァ
　
Ｌ
レ
」
い

フヽ
お
一ア

、

（

ノ＼
）

と

し
た

‐
‐

打

ぇ

と

ぃ

、フ
行

一看

な

ゐ

ス

で

あ

る

キ

ム

ー

右

分

で
珀

分

決
歓

ｒ
な

つ
た

）
―

珠

夜ヽ
お

■

Ｌ

リ

リ

し

て
ム

い
た

の

だ

か
魂

え

主

ま

で

は

后

い

て

い
な

な

つ

た

の
な

？
ヽ
ね

奥
錬

ξ

御

柔

月

下

へ
一
つ

て

い

る

等

で
あ

る

な

シ

、
そ

ん

な

お

だ

積

り

は

な

い
ぎ

、
そ

フヽ
と

す

れ

ざ

い

水

Ｆ
れ

先

生

の

仰

ｔ

と

は

云
え

、
羨
大
然

の
お

弁

当

な

え

ば

科

ん

だ

番

な

わ

せ

で
あ

ろ

う

。

長
東
ヽ
の
早

頻

、
早

延

ヽ
一
だ
り

で

も

お

年

と

移

し

て
は

ぉ

え

ら
友

り
r

色
ｂ
　
じ

ろ

う

に

、

短

ぃ
時

ロ

タ
一
ぇ

■
ぅ
一
れ

な

＾

ワヽ
　

・一冬
車

薇

力

‘

こ

れ

ｏ
よ

フヽ
に
と

え

２

豫

ん

で

頂

い

て

は

本

当

ｒ
沖

失ヽ

か

な

い
幸

と

身

つ

塁

う

場

に

同

る

思

う

ひ
オ

ロ

，く

と

御

等

墾

「

上

ヴ

た

の

で

あ

る

奏

、
親

鬼

生

は

キ

も
無

ヴ

に

「
な

ブ

に

、

■

ぐ

に
よ

木

る

レ

、
朝

の

季

Ｆ

、一
な

い
別

に

御

摯

人

も

な

い
＾

有

（
こ

の

物

で
率

ね

し

と

い
・
て

き
　

き
〈、
ぃ
時

に
ぉ

晨

す

伝

し

く

る

と
　
　
い

ふ

ん

（
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な

い

に
な

ア

」

ヒ

仰

し

や

つ
て

え

に

し

ヴ

に

私ヽ

ｒ

御

荀

冬

の
大

刻

＾

功

泣

し

て

い

て
多

拶

参

昇
者

か

待

つ
て

后

る

人
友

莉

へ
逹

員

で
そ

泰

れ

た

。

≧

公

應

取

せ
ず

に
考

り

れ

よ

う

ヘ

ク

こ

の

場

も

ｒ

こ

れ

左

の

漫

埼

ゴ

〓
れ

ほ

ど

の
夫

意

、

こ

れ

２

恙

れ

る

よ

う

で

は

俺

も

味

日

だ

そ

と
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分
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に
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い
日

本

オヽ

つ

ゝ

比

の
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勿

体

女

い
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キ
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二
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と

お
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寺
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ぇ
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ネ
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落
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幸
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し
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〇
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ム

わ

れ
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ら
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ど
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．
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．
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２
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華
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な
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の
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な

、
ニ

ィ一
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配

の

（

サ

重

し

冬

薪
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´
た

い

ほ
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あ

る

。
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茶
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薇
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一
　

）

Ｌの
撼

゛
入

に

眺

る

と

こ

会

，ス

の
よ

う

に

■

じ
つ

仏
り

や

つ
く

や

し

の
衛
すノ
公

こ

の
ゑ
一恐
鈍

根

の
、女

れ
之

励
ま

レ
尽

さ

の

、

叱

　

（ヽノ
　

れ
　

て

tt

じ

し
　
一Ｌ

見

守

つ

て
下

た

る

義

の
身

と

し

て

、

ミ
長

に
響
二

て

ヽ
る

の

で

あ

る

´́

潟

オ

ク

柱

t.

じ

し

ヤヽ^へ　　　　　　　　　ヽす一一^一

お

墳
を

支

り

る

ベ
ヘ
ー
な

―

丼̈
凍

４
●

本

■

の
一家

●

ぼ

奈

よ
れ

た

の

に

不
均

．
秦

え

吟
ヽ
だ

本

基

環

的

に
猥

い
や
ｔ
ざ
■
　
却

つ

て

一

猾

千一朴
化

し

た

の

で
あ
´
る

か

ら

、
内

体

の

み

に
子

卦
一
夕
一
刑

え

て

も

ス

ロ

だ

、
黒

形

の
病

因

（

右

内
青

士

の

前

調

山

因

）

の

聟

よ

バ

肝

た
だ

Ｌ

い
う

方

針

の

下

に

、

不
待

■

ら

長

こ

８

つ
く

し

つ

つ
　

・

二

つ
魂

致

ヘバ
ヘ
仰

一牧
漏

り

８

し
■

。

滸
刑
く

て

．

御

双

一人

の
仰
資

一

の
有

難

へ
Ｉ

二

の

難

・侯

な

人

子

か
教

わ

れ

て

、

マ

公

て

　

ら

れ

覆

頻

繁

に
た

つ
た

充

像

公
象

々

に
戌

り

遂

に

は

全

然

詠

２

こ

つ

て

し
ま

つ
た

ｃ
仝

冷

し
た

の

だ

。

併

じ
　

家

べ

４

レ
て

み

る

と

、

人

病ヽ
一
寛

で
名

だ

た

る

Ｚ

Ｅ

公

一戻
こ

晨

騎

の
冶

療

去

２

つ
く

し

実

人

な

資

月

２

ム

サ

た

の
た

不

均

冷

ら

な

い
は

ど

の

難

菱

公

、

た

ゞ
一千
漁

程

ム参
牟
し

た

レ
ー
ｒ
ノ

だ

ブ

で

、
打

ら

込

ん

だ

健

ヽ
と

い
う

の

で

も

な

く

気

来

の

覆
良

の
参

議

で

以

て
易

々

と

、
一
も

の

人

藍
工
験

Ｘ

曼

ブ

た

と

は

一得
ヴ

う

れ

な

い
ら

し

く

、

発

係

は
」“

尽

．
又

月

日

こ

つ

て
も

再

茶

せ

る

と

い

う

現

実

と

侭ヽ

め

て

居

り

な

泰
ら

、

人

の
食

■

は

（
多

分

）

一　
峙

な

お

、
一
ま

つ
た

も

の

の

、　
ど

ヽ，
ｔ

ス

々

一卜

発

す

る

だ

ろ
、フ

素

い

つ

も

ニ

コ

／
＼

」

薇

夫

Ｚ

基

え

ら

れ

て

、
な

愛

の
猥

三

し

湿

ホ

４

湿

れ

、

電

ふ

、

菫

ξ

の
な

人
珈

２

練

ａ
じ
む

親

え

主

で
な

あ

つ
た

泰

化

の
反

面

―
孝

と

，つ
に
よ

つ

て

は

よ

雪

烈

口

の

晨

数

さ

κ

も

併

て
考

つ

て

尾

ら

れ

た

寺

２

燃

、ヽ、し

つヽ
れ

た

お

方

は
少

い

だ

ろ

う

と

思

う

（
そ

ん

な

挨

会

に
遣

ｔ
れ

た

さ

ば
無

ホ

ろ
う

な

ら

―
―

）
私

は

親

様

の

人
愛

に

包

木

さ

れ

る

の
ハ

リ
　

親

し

さ

ｒ
押

れ

て

「

義

Ｌ

ａ

軽

ぇ

ナ

る

英
だ

藤

り

あ

の
春

風

玲
場

の
親

え

主

な

ら

ク

屹

ら

れ

て

ク
０

イ

ニ
度

の

．

痣

ｈ

２

し
た

幸
泰

あ

る

。

布

友

音ヽ

初

の
寺

、

沐

と

い
ラ

ネ

荏

右

へ
あ

つ
た

。
■

男

（
十

口
才

）

が

鷲

い
療

病

で

浴

み

茨

さ

、

一
ス

人
病

え

で

施

の

人
手

術

ｇ

し

て
貫

み

、

え

で
病

根

一
撮

と

３

，
勇

ん

‘

婦

亀

し

て

ム

ら

、

一
ヶ

月

０

た

め

可

に
ス

‘
ろ

｝喜

発

し

て

不
一一代

の
別

な

く
瀕
、

々

と

発

保

公
た

り

、
灘

い
時

に
は

一
夜

十

に
■

口

も
太

つ

て
奇

テ

‘

李

ヴ

′

が

、

何

事

（

と

怪

ん

で
並

鋳

の

人

公

々

半

Ｆ
タ

ネ

ヘ
器

ハ

す

と

ぃ
ぅ

石

孫

．
豫

可
委

め

一
全

な

ら

祖

辱

が

ぉ

鐘

リ

・

に
ス

て

朱

ネ

本

人

も

参

柔

す

る

よ

う

に

な

つ

た

。

如

何

に

し

く

（、
ヽ

ら

ヽ



―

―
、く
ら

い

に

思

つ

て

，

る

よ

レ
く

十

傷

半

異

　

一
向

に
三
）
ま

色

＾
見

ぇ

な

ぃ
　

欠

つ

て
感

謝

の

た

＾

ム

な

い
な

手

で
あ

る

。

親

衣

会

へ、
篠

礼
参

舞

司

道

２

髪
．友

あ

っ

て

も

、

何

だ

な

ん

だ

と

断

わ

り

ご

（

り

云

う

。

だ
黒

さ

も

の

に

は

致

‐／
て

も
な

い

な

ら

な

夕

代

つ

て

仰

礼

一な
り

２

さ

せ

て

頂

ｎ

た

。
有

か

と

し
て

は

対

く

も
頭
一な

な

る
神

表

Ｘ

岬

か
）
長

み

、

ス

こ

れ

の

争
一そ

の

行

″地

仏

ぬ
幸

Ｚ

漸

塊

レ
４

寺

で

あ

つ
た

ｏ

ｌ
ｌ
さ

て
，
誌
は
こ
れ
か
ら
で
あ

る

―
―

ミ

長

、

に
■
●

デー

‥

、
■

¨
ｒ

さ
．　
行
バ
ｒ
キ

一
ｌ
、わ

こ

，　
　
ネ

″
．
の

ユ

婁

文

つ

獅

尽

お

Ｅ

乗

つ

，

ｔ

鋳
″
マ
　
レ
く

∴
　ヽ
ヽ
一　
一「
■

い

ロ

ス
．ヽ
コ
ん

な

い

し

Ｌ

；
・
は

な

六

■
二
ｏ

・・
１
一

つ
ｆ
〓

ｔ
　

一

長ヽ

ｔ

ｒ
■
一
一
・
ヽ
―

‥１１

∴

ヘ

亀

れ

ば

共

、

ュ

　

・ｉ

忌

ｔ

ｉ

ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｆ

二

ｒ

ヽ
再

氏

，

‐
‥
こ

ヽ

ｏ

，

一製

工

ｉ

ｒ．

し
増

え

な

■

一百

さ
　
　
口
一

ヽ
・■

■

ビ

■
″

一^

〓

い

売

、ｔ′
一
ｒ
↓

二

．

ｒ

Ｌｉ

Ｏ
こ

―
ノ　
‐́■

‐、、
え
ヽ
″　
二

´
１

　

・一
書
Ｆ

二
て
ｒ
（

４

だ

≡

、，

「，
　

ｒ
ｒ

ヽ
■
●

Ｉ
■

●

〓
ｆ

ｒ
、

・

ヽ，
　

一ス

十

三

資

一
三

資

ヽ
一
象

「
Ｊ
一

人

ｒ
ｉ
ス

■

■

一一　
ｒ
Ｔ
一

一

〓
一
，
１

　^
・
一
●
オ
　

　

一　
、
ヽ
一）
〓
」

ｔ

一Ｌ

一
一

一■
■

一

ケ

ー
ー
し　
　
一人

三
´
「１

ヽ

「
´
■

■

可

　́
″二
ｆ

■

あ

る

―

「
　

■

吉
〓
二

朗

‐́

て

■

■

■
Ｔ

」
上

一工

一ヘ
ギ
ー
ニ

硬

・　
´
　ヽ

‐‐
　

～
ヽ

■

・
■
卜
黒

■
■

ヽ
お

軍

一

Ｆ
一
■
，
上
げ
‥
■

ス

，
Ｔ
て

あ

る

．

１ヽ

・
一
一
ヽ
Ｉ

．
１

．

‐１
●

‐・

二

一■

■
っ
、

一　
・来
二
一
ｉ
キ

ビ
　
‐ン
プ
、　
　
一共

・　
い
，
・‐ヽ　
■
・
一

，

・
１

■

■

ゴ

〓

１

・
■

●

，
て

、ヽ
ｈ

ζ

広

■

，

〓

く

神

゛

■

七

ヽ
１

一
」
■

■

主

寸
１
４

贅

．

に

ヽ
一
「
二
，

一■
一ほ

一ホ
　
・
一
ヽ
一
、
＼

ら

検

．

Ｔ．
．二
表

・こ

，
Ｉ
一
　
ず
、
■

一　
一〓

一　
一史

■
一　
ヽ
「
　
・ｒ
ｆ
　ヽ
‐′
・

一長

を
ヽ
「一
つ

＋三

冥け

、多

・
ム
磁
▼
・　
　
も

）

．　

　

　

ヽ

　

　

　

　

ヽ

■
場

に
、
末
委
ヽ

こ
藪
ｂ
そ
う

Ｌ
埼

総
し
「
お
注
射

」
と
技

い

っ
輌
Ｌ。
■く
Ｌ
な

っ
て

い
る
●
工
‘
．
ミ
は
病ヽ
」一丸
に
「
い
劫
り
、

こ

だ

し

て

い

０

と

ヽ

■

て

ｔ

表

え

は

岬

ム

ヽ

前

，

４

虫

へ

ヽ

「

Ｔ

＃
ｆ

ｉ
ｌ
・
ヽ
　

つ
凛
理
一一一Ｉ

′一
蠣

ん
さ
さ

う
″，

１
ノ
イ‐、
キ

Ｊ

′́」
ｔ
ｉ

百
小
そ
て
し
な
ヨ
「
水

つ

子́
こ

Ｉ
ビ

ｉ́
収
Ｉ
な

Ｌ
つヽ

Ｉ
∵
三
工
こ
ク

事
↑
晨

‐■

一■

一卜
十
二
●

よ

つ

ち

な

。，
１
一
●
〓
つ

な
　

　́
―
―
　
・
ｃ

の
１
■

憚
一
暉

ｔ

ハ
ー
よ

、

，
二
人

一應

で

め́

一４

な

ら
１
　
ヽ
Ｉ
う

つヽ

な

〓
ヽ
秩

魚̈

た
、
４●

い
　
、

■

１

く

つ

て

の

御

前

ら
えヽ

一″

む

よ

り

一鋲

ｒ
方

公

晨

‘
∵

こ

う

な

●^

こ
■
二
一二
ご
人
‐ｔ
も

し
い
、
義
鬼
■
は
一ヽ季
急

町
季

な
お
な
で
あ

る

（

【
´
　

一■
剣

・に
も

可

り

下

へ
一
４

て

，
つ
る

手

は

わ

よ

る

～

―
く

ミ
ｔ
ｒｔ
、

わ
蔭

き
員
け
１
■
零
〓
の
市
は
ボヽ
リ
神
棟

に
墳

つ
て
お

・
■
・
　

（
■
二
く
、わ
ネ
ー
，

■

百
１
゛

ベ̈
　
ー
ヽ

‐
）
十

日

に

二ヽ

つ

ヨ

か

一■
一　
一■
ｒ
　
・
１
こ

っ
―
し
一一
ょ

り
二
、
フ

に́
思

え

る

、
お

一ヽ険

こ́
ぶ

し

一二
ｉ

Ｆ
ｉ

ｌ

「

‐ン
、

現ヽ

鬼

■

´ヽ
対

し
お

こ

に

対

し
申

訳

ヾ

黒

い

手

．‥

へ
る

よ
う

、
点

点
一
Ｉ

で

，

な
い

。
■

忙

し
く

て

衣

会

へ
う

二

ｔ

で
さ

茉

４
ュ

し

く

し
　
」
年

解

ざΓ

↑
ノ

レ
Ｆ
ｌ
∵
■

晟

■
ｒ
と
衷

瑳

二
、

ニ

ス
え

４
お

ｔ

，
■
リ

ベ

く

よ

く
計
ｒ
レ
　

親

ま

会

へ
司

二

（
二
十

■
・　
）
ウ

，^
漁

公
差

丈

え

秦

め́

る

／
）
ｒ）、　
　
蔽

お

つ

く

れヽ

を

・

，
ＩＩ
一

云

，

て

言

マ

「

さ

於

一
欠

ｒ
（１

‥

采

て

Ｇ

「

く

れ

で

は

■
●
Ｆ
二
ょ

、́
●
二
三

Ｌ

く́

　̈

つ́
〓
・ｒ

　ヽ
′
一́へ
　
´
´
■
９

」

と

ら

，
千

二

な

一二
・　
ヽ
二
●
■

〓
●
一
，
一
■

，
■
■
　
′つ
手
，
こ
し

て

お

〔い
た

、　
ヽ
Ｔ
つ

し

■

■

■

（　
，Ｉ

Ｉ
４

、

病

へ
■

一
て
一
一
二

こ́
保

近

，

●

く

、

階

段

へ

に

一
浸

く

一ヽ
モ

く

■

っ

て

と
う

／
＼

不

猾

の
ネ

こ
な

つ
て

し

一
　ヽ
　
　
ヽ

‐
ヽ
十
　
‐
、

、
ヽ

ヽ■

″t

―-37-

ヽ

「

｀

ヽ

[

|

ヽ ―



▲

ヽし

e

一

■
Ч

　

負

よ

つ

た

。
有

分

ち

人

雲

や
表

れ

や
ら

で

ギ
ー

カ

リ

し
て

し

よ

い

祖

衣

八
（
へ

も

え

漁
尽

り

な

か

ら

，

●

燎

尽

サ

大

■

〓

８

主

つ

て

お

る

再

ｒ‐．
　

崎

ス

の
一軍

歴

′

海

ミ

つ

ヽヽ

ｆ

編

棒

Ｘ

ま

レ
た

。

ユ式

言

　

工
（
■
〓
ユ

ニ

Ｆヽ
覆

一几

ダ
一
つ

ｆ

せ

こ

し

て

、

）仏
え

ｂ

・■

た

つ

く

「

右
ミ

ｔ

大

手

つ

生
命

の

抑

取

次

ぎ

ι

猛

公

で

て

壼

≧

烹

ら

　

ヽ

１

ニ

ノ
ら

（
一五

兎

三

）

は

一
土

迅

命

に

な

つ

て
、
お

額

い

し

て

な

る

の

に
　
）
ニ

ブ

月

も

の
永

い
■

、

沢

い
‐ど
も
一驀

い

と

も

灌

ん

だ

も

の

が

潰

れ

た

と

も

し

ヽ，
て

・未

ド

／
一
は

何

ま
彙

１

スヽ

意

公

黒

い

の
も

苫

だ

）
い
　

な

道

で

は

一ス
尽

松

魚

い
と

こ

生

命

（
，特
仰

約

）

公

な

い

の

七

日

じ

争

。

一
体

生

さ

く

る

の

よ

ぞ

・

死

ん

だ

の

よ

？
、
」
と

晨

烈

を

ま

る

仰

叱
貴

で

あ

つ

た

。
　

，―

云

わ

れ

て

え

れ

ば

そ

の
エ

リ

で

一
匂

七

表

な

い

二

薇

工ヽ
公

手

象

で

仰

壻

リ

し

た

軍
）
で

す

‐べ

つ
、

Ｌ

言

つ

た

と

て

百

か

つ

不

”べ
恙

の
弁

解
た

は

な

っヽ

な

０

。

（

手

式

は

虫

（
Ｉ
な

ょ

っ

た

の

だ

ろ

う

と

気

付

い

た

）

争

，
早

逮

翌

口

人

率

へ
界

ん

で

行

つ

て

、
京

総

私
ら

踪

謝

ｔ

た

（
く

な

の
率
姜

）
ア

プ

ス

ヶ

に

は

よ

う

｝Λ

わ
ず

）
ス

管

こ

れ

の

不

一人
意

、

一０

行

看

（
）
・と
お

花

お

し

、

Ａ
′
後

の

文
よ

う
‘
と
お

拉
・一́

い
や

上

デ

イー

わ

キ

し

こ

頂

い

た

次

第

で

あ

つ

た

。
思

え

か

、

じ
　

惨ヽ

ネ

者

ｆ

ネ

一ぺ
荒

つ

て

仰

硬

次
ギ
」
御

祈

仝

下

さ

れ

て

い

た

ふ
ら
ｉ

）て

り
お

ヽ

り

で
あ

る

。

難

餐

な

大

手

一収
衣

ざ

助

す

た

し

の

■

一

な

ス
　

一十

衣

会

２

Ｊ

ソ́
て

て
と

ぃ

ぅ

御

湿
清

　

そ

の

桑

い

お

清

，

こ

おヽ
骨

有

■
懇

え

ば

、
親

の

だ

子

知

ら
ず
´
で
　

本

当́

Ｆ
相

考

意

な

ん
だ

　

，と
■

）
？
こ
者
（
め

た

。　
そ

２
ま

で
一共

む
〈
籠

り

て

下

さ

る

基

先

生

と

所

′̈
昇

し

、

■

ら

れ

な

か

っヽ
も

．

嗜

媚

應

む

騒
ま

り

ほ

の

‐だ
ヽ

と

し

八

湿

よ

ヽ
一
に

表

る

尽

み

で

あ

つ
た

。

「

北

，・い

は

云

フヽ
ベ
う

時

メ
■
ほ

一Λ
い
も

す

る

（

、

ス

に

は

何

κ

も

な

い

の

ゃ

で

―

―

ご

と

仰

し

ャ

っ

て

入

風

一
最

後

．
称

に

一
た

の
警
べ
黒ヽ

さ
・畑
く
　
光
凡
舞
月

の
お
だ
持
ち
な
ら
、
エ
コ
／
ヽ

と
常

９
仰

氏

貌

で

以

下

こ

々

と

お

尽

め

お

励

ま

し

の
こ

と

栄

こ

頂

い
て

尽

教

し

つ

つ

た
も

現

る

く
漏
全

Ｆ
就

い

た

。

唸

ク
　

ヽ
」
つ
ま

輝

魂

ｒ
と

し
、
も

し

い
・裁

ヽ
す

べ
く

も

な

い

。
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